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理事・保団連研究部員　平田　米里（野々市町・歯科） 

保団連研究部会 報告  

地震の東京で研究部会活発に 地震の東京で研究部会活発に 
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保
団
連
研
究
担
当
者
会
議 

石
川
の『
手
差
し
会
話
集
』を
報
告 
石
川
の『
手
差
し
会
話
集
』を
報
告 

宮
田
　
英
利
（
金
沢
市
・
歯
科
）  

報
告
報
告 

報
告 

旧
宮
村
医
院
の
診
療
所
建
物
の 

　
　
　
借
り
手
を
求
め
て
い
ま
す 

金
沢
市
片
町
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
近
く
に
あ
る
宮
村
医
院
（
宮
村
明
子
院
長
・

元
協
会
理
事
は
三
年
前
に
逝
去
）
で
は
、
診
療
所
の
借
り
手
を
求
め
て
い
ま
す
。 

・
建
物
は
四
階
建
て
、
一
階
が
診
療
所
の
ス
ペ
ー
ス
で
内
科
向
き
。 

・
玄
関
前
に
は
三
台
駐
車
可
、
裏
手
の
近
接
地
の
利
用
も
可
能
。 

・
希
望
者
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ま
ず
保
険
医
協
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
電
話
〇
七
六
（
二
二
二
）
五
三
七
三
／
担
当
・
神
田 
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七
月
二
十
三
日
午
後
七
時
か

ら
、
東
京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ

ル
に
て
保
団
連
研
究
部
会
が
開

か
れ
た
。天
気
の
良
い
午
後
に
、

怖
く
て
大
嫌
い
な
飛
行
機
で
小

松
か
ら
東
京
へ
向
か
っ
た
。

事
故
も
な
く
無
事
に
到
着
し

た
・
・
・
と
思
い
、
立
ち
上
が

っ
た
途
端
に
地
震
に
襲
わ
れ

た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
が
不
通
に
な

り
、
田
舎
者
の
私
は
途
方
に
く

れ
た
。
何
と
か
バ
ス
で
調
教
駅

へ
。し

か
し
駅
周
辺
は
大
混
雑

で
、
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は
順
番

待
ち
で
長
蛇
の
列
。
地
下
鉄
銀

座
線
と
都
バ
ス
の
い
く
つ
か
は

動
い
て
い
る
ら
し
い
が
、
路
線

が
分
か
ら
な
い
。
何
人
も
の
人

に
尋
ね
尋
ね
し
た
。
幸
運
な
こ

と
に
、
親
切
な
親
子
に
出
会
っ

た
。
東
京
駅
か
ら
地
下
鉄
の
乗

り
口
、
そ
し
て
目
的
地
の
最
寄

の
駅
ま
で
、
お
お
よ
そ
三
十
分

の
複
雑
な
行
程
を
付
き
添
っ
て

い
た
だ
い
た
。
地
上
に
上
が
っ

て
か
ら
も
、
親
切
な
カ
ッ
プ
ル

に
道
案
内
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
東
京
も
ま
ん
ざ
ら
で
は
な

い
と
感
じ
た
。

大
幅
な
遅
刻
と
思
っ
て
い
た

ら
、
先
ほ
ど
始
ま
っ
た
ば
か
り

だ
と
言
う
。
ほ
か
の
部
員
も
、

苦
労
し
て
た
ど
り
着
い
た
ら
し

い
。各

地
の
取
り
組
み
の
報
告
に

続
き
、
日
常
的
な
活
動
交
流
を

い
か
に
活
性
化
す
る
か
、
そ
の

た
め
に
保
団
連
研
究
部
会
は
い

か
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
た
。

基
本
方
針
は
、
広
川
部
長
の

言
葉
に
集
約
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

研
究
部
会
は
①
学
術
担
当
者
の

交
流
の
場
②
課
題
発
掘
の
場
③

課
題
を
深
く
掘
り
下
げ
る
場
、

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
在
は
休
止
中
の

『
部
会
の
Ｍ
Ｌ
』
も
再
開
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
員
も
含
め

て
オ
フ
会
が
開
か
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
交
流
が
深
ま
っ

た
。
初
参
加
の
私
に
は
意
外
だ

っ
た
が
、
多
く
の
方
は
石
川
協

会
の
力
量
を
高
く
評
価
し
て
い

る
ら
し
く
、『
保
団
連
医
療
研

究
集
会
』
を
金
沢
で
開
催
し
て

欲
し
い
と
大
合
唱
す
る
一
幕
が

あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
、
終

わ
り
に
し
た
い
。

七
月
二
十
四
日
（
日
）
に
東

京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
に
て

行
わ
れ
た
、
二
〇
〇
五
年
度
保

団
連
研
究
担
当
者
会
議
に
参
加

し
、
石
川
県
保
険
医
協
会
で
発

刊
し
た
『
歯
科
の
た
め
の
手
差

し
会
話
集
・
日
本
語
英
語
編
』

に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
た
。

当
日
行
わ
れ
た
他
県
か
ら
の

発
表
内
容
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど

少
し
触
れ
る
が
、
多
岐
に
わ
た

る
発
表
内
容
が
大
変
刺
激
に
な

っ
た
。

今
回
発
刊
し
た
『
歯
科
の
た

め
の
手
差
し
会
話
集
・
日
本
語

英
語
編
』
は
、
そ
の
名
の
と
お

り
、
歯
科
医
院
に
来
院
し
た
日

本
語
を
話
せ
な
い
外
国
人
患
者

さ
ん
と
、
治
療
内
容
に
つ
い
て

言
葉
を
交
わ
さ
な
く
て
も
ペ
ー

ジ
を
開
い
て
指
差
し
で
治
療
内

容
に
つ
い
て
会
話
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
作
成
し
た
冊
子

で
あ
る
。
今
回
は
そ
の
作
成
の

動
機
・
目
指
し
た
内
容
・
苦
労

し
た
事
項
・
寄
せ
ら
れ
た
要

望
・
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い

て
報
告
を
行
っ
た
。

報
告
し
た
内
容
は
、
私
ど
も

が
知
る
限
り
で
は
絵
を
多
く
用

い
た
こ
う
い
っ
た
内
容
の
冊
子

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

こ
と
、
も
し
あ
れ
ば
臨
床
で
役

に
立
つ
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が

発
刊
の
直
接
の
動
機
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。

内
容
は
、
何
よ
り
も
臨
床
現

場
で
の
使
用
に
耐
え
う
る
内
容

で
、
絵
を
多
用
し
分
か
り
や
す

く
楽
し
い
冊
子
を
目
指
し
た
こ

と
で
あ
り
、
ス
ラ
イ
ド
で
絵
の

一
部
を
紹
介
し
た
。
今
回
は
英

語
編
と
し
て
発
刊
し
た
が
、
一

般
の
治
療
説
明
・
耳
の
不
自
由

な
方
に
も
使
え
る
も
の
を
、
と

い
う
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
触
れ
、
今
後
は
他
国
語
に

も
対
応
し
た
も
の
を
追
加
発
刊

す
る
予
定
で
あ
る
。

苦
労
し
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
臨
床
内
容
の
検
討
と
ま
と

め
が
難
儀
し
た
こ
と
、
そ
し
て

デ
ザ
イ
ン
に
関
し
て
は
ま
っ
た

く
の
素
人
で
あ
っ
た
た
め
、
デ

ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
に
は
多
大
な
苦

労
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

大
き
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
た
。

発
刊
後
に
寄
せ
ら
れ
た
反
応

で
は
英
訳
内
容
に
関
す
る
こ
と

や
、
他
国
語
（
中
国
語
・
韓
国

語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
な
ど
）
の

訳
編
の
発
刊
希
望
に
つ
い
て
の

要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。

報
告
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
子
ど
も
や
老
人
に
治

療
内
容
を
説
明
す
る
た
め
の
冊

子
と
し
て
、
日
本
語
で
治
療
内

容
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た

も
の
を
作
成
発
刊
し
て
は
ど
う

か
、と
い
っ
た
ご
意
見
を
頂
き
、

今
後
の
冊
子
展
開
に
大
き
な
ヒ

ン
ト
に
な
っ
た
。
寄
せ
ら
れ
た

反
応
も
よ
く
、
今
後
の
多
国
語

の
発
刊
に
大
き
な
励
み
に
な
っ

た
。私

自
身
、
今
回
、
こ
の
研
究

担
当
者
会
議
に
は
初
め
て
の
参

加
と
な
っ
た
が
、
中
で
も
熊
本

協
会
の
森
永
先
生
報
告
の
「
街

頭
無
料
健
康
相
談
」
に
は
た
い

へ
ん
驚
か
さ
れ
た
。
参
加
さ
れ

る
ス
タ
ッ
フ
（
医
師
・
歯
科
医

師
・
薬
剤
師
な
ど
を
は
じ
め
と

す
る
）
は
九
十
人
を
超
え
、
皆

さ
ん
無
償
と
の
こ
と
。
も
う
二

十
年
も
続
い
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
に
歯

科
・
医
科
を
越
え
た
素
晴
ら
し

い
活
動
内
容
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
各
県
の
す
ぐ
れ
た
活

動
内
容
も
知
る
こ
と
が
で
き
、

た
い
へ
ん
有
意
義
な
会
議
で
あ

っ
た
。

八
月
二
日
の
第
九
回
理
事

会
は
、
通
常
ど
お
り
総
務
部

報
告
か
ら
始
ま
っ
た
。
九
月

十
日
に
開
催
予
定
の
能
登
地

区
会
員
懇
談
会
の
式
次
第
の

確
認
、経
営
・
共
済
部
の
新
規

開
業
医
懇
談
会
の
報
告
、
歯

科
部
の『
手
差
し
会
話
集
』の

編
集
会
議
に
関
す
る
話
題
と

続
き
、学
術
・
保
険
部
会
か
ら

は
七
月
に
行
な
わ
れ
た
第
一

回
部
会
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

社
保
・
国
保
審
査
委
員
名

簿
の
情
報
開
示
・
本
紙
掲
載

を
め
ぐ
る
動
き
と
し
て
、
支

払
基
金
へ
の
対
応
の
事
後
報

告
、
ま
た
国
保
の
職
名
不
開

示
に
対
す
る
石
川
県
情
報
公

開
審
査
会
へ
の
異
議
申
し
立

て
、
口
頭
意
見
陳
述
へ
の
対

応
な
ど
が
協
議
さ
れ
た
。
十

月
に
は
介
護
報
酬
改
訂
が
実

施
さ
れ
る
が
、
九
月
二
十
三

日
に
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
説
明

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
定

し
た
。

さ
ら
に
、
二
○
○
六
年
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
訂
を

め
ぐ
る
最
新
情
報
が
、
工
藤

事
務
局
員
か
ら
解
説
さ
れ
、

中
医
協
総
会
に
出
さ
れ
た
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
来
年
一
月
の

諮
問
案
、
一
〜
二
月
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
な
ど

に
機
敏
に
対
応
し
て
協
会
か

ら
の
意
見
作
成
を
は
か
る
、

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
渉
外
事
項
と
し

て
、
来
年
五
月
に
金
沢
で
開

催
さ
れ
る
日
本
言
語
聴
覚
士

協
会
総
会
を
後
援
す
る
こ
と

な
ど
が
決
定
し
た
。
八
月
は

理
事
会
の
回
数
が
少
な
い
た

め
、
議
題
が
多
い
と
予
想
し

て
、
司
会
が
ち
ょ
っ
と
は
し

ょ
り
過
ぎ
た
か
な
、
と
反
省

し
て
い
る
。

【
小
川
　
記
】

たくさんの 
議題で 
たくさんの 
議題で 

（８月２日・13人出席） 

第9回 理事会点描 

『歯科のための手差し会話集』について報告する宮田英利部員
（７月24日／東京・虎ノ門パストラル）

囲 

解 
答 

碁 

一 

7654321

二 

三 

四 

五 

六 

1
2

3
4
5

（
問
題
は
16
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
１
か
ら
3
が
好
手
で
黒
5
ま
で

コ
ウ
が
正
解
。
 

黒
3
で
4
は
白
イ
黒
5
白
3
で
活
き
。

同
じ
く
黒
3
で
5
も
白
3
で
や
は
り

活
き
で
す
。
 

初
手
黒

1
以
外
で

は
フ
ト
コ

ロ
が
広
く

失
敗
で
す
。
 

イ 

〈
正
解
〉
4
二
角
成
、
同
歩
、
2
三
銀
成
、

同
銀
、
3
三
歩
、
2
二
玉
、
1
一
飛
成
、
同

玉
、
3
二
歩
成
、
4
二
玉
、
2
二
角
成
ま

で
十
一
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
5
二
飛
成
は
4
二
香
と
合
い
駒

を
さ
れ
て
詰
み
ま
せ
ん
。
4
二
角
成
に
同

玉
は
5
三
飛
成
以
下
の
早
詰
め
。
同
歩
に

2
三
銀
成
が
ポ
イ
ン
ト
の
一
手
。
す
ぐ
に

3
三
歩
は
2
二
玉
、
1
一
飛
成
、
1
三
玉

と
銀
の
死
角
に
逃
げ
ら
れ
ま
す
。
2
三
銀

成
に
同
玉
は
2
一
飛
成
の
以
下
の
早
詰
め
。

じ
ゃ
ま
駒
の
銀
を
消
し
て
か
ら
3
三
歩
で

追
い
、
狙
い
の
1
一
飛
成
が
実
現
し
ま
す
。 

（
問
題
は
16
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 
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横
山
寿

横
山
寿
一（
金
大
金
大
）教
授
教
授
が
記
念
講
演

記
念
講
演 
横
山
寿
一（
金
大
）教
授
が
記
念
講
演 

理
事
・
保
団
連
地
域
医
療
対
策
部
員
　
三
宅
　
靖（
金
沢
市
・
内
科
） 

保
団
連
地
域
医
療
対
策
担
当
者
会
議 

報
告 

全
国
全
国
の
優
れ
た
活
動
交
流

活
動
交
流
も 
全
国
の
優
れ
た
活
動
交
流
も 
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『保険審査通信』 
納得のいかない返戻、査定は

でお知らせください。

※保険審査通信は年に数回、会員医療機関に送付していますが、紛
失した場合や追加が必要な場合は、保険医協会までご請求下さい。

F A X  ０７６（２３１）５１５６ 
E-mail  ishikawa-hok@doc-net.or.jp

「保険審査通信」は、納得のいかない返戻や査定があっ
た場合に会員医療機関からお知らせいただき、保険医協
会が『石川保険医新聞』を通してコメントを掲載しています。 
会員医療機関におかれましては、不当あるいは納得で

きない返戻・査定の情報を保険医協会にＦＡＸにてお送り
ください。 ２００５年１０月新介護報酬検討会 

のお知らせ 
２００５年１０月新介護報酬検討会 

のお知らせ 
開催 
日時 
9月23日（金・祝） 
午前10時～正午 

開催 
場所 
金沢都ホテル 5階 加賀の間 
（JR金沢駅正面、電話：076-261-2111） 

若干の余裕がありますので、9月21日正午まで申し込みを受け付けます。 
（定員に達し次第、締め切らせていただきます） 

● 講　　師 ： 石川県保険医協会講師団 
● テキスト ： 『2005年10月介護報酬改定のポイントと介護保険法改定の概要』 
● 参　加　費 ： 会員医療機関1人無料、2人目から1,000円 
  （未入会医療機関の方は、当日までに入会していただくことを前提とします。） 
● 参加対象 ： 会員、スタッフ 

● 2005年10月介護報酬改定に対応 
介護保険施設サービス費の居住費・食費の保険はずし 
低所得者に対する補足給付の新設 
栄養管理に係る報酬の新設　等 

● 2006年4月実施の介護保険改定の概要も解説 
要介護認定の変更、新予防給付・地域包括支援センター・地域支援事業・ 
地域密着型サービスの新設、事業所規制の強化、保険料の改定 等 

八
月
二
十
八
日
、
大
阪
市
内

の
大
阪
保
険
医
協
同
組
合
会
館

５
階
ホ
ー
ル
で
、
保
団
連
・
地

域
医
療
対
策
担
当
者
会
議
が
開

催
さ
れ
、
全
国
の
三
十
協
会
か

ら
六
十
人
を
超
え
る
参
加
が
あ

り
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

冒
頭
の
宇
佐
美
副
会
長
に
よ

る
開
会
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

保
団
連
地
域
医
療
対
策
部
の
藤

田
部
長
か
ら
基
調
講
演
が
あ

り
、
①
在
宅
医
療
活
動
②
医
療

連
携
の
推
進
③
医
師
の
専
門
性

を
生
か
し
た
住
民
と
の
対
話
活

動
④
地
方
自
治
体
が
実
施
主
体

と
な
る
制
度
改
善
⑤
そ
の
他

（
学
校
保
健
・
産
業
保
険
な
ど
）

の
五
つ
の
柱
に
基
づ
い
て
、
開

業
医
が
地
域
の
第
一
線
医
療
機

関
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
行

く
旨
の
活
動
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

次
に
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

今
回
は
、
金
沢
大
学
経
済
学
部

の
横
山
寿
一
教
授
が
演
壇
に
立

た
れ
ま
し
た
。「
金
沢
か
ら
発

信
す
る
地
域
医
療
の
展
望
と
課

題
」
と
い
う
演
題
で
、
ご
自
身

の
経
験
に
基
づ
い
て
の
ご
講
演

で
し
た
。
医
療
・
福
祉
の
現
場

の
声
に
耳
を
傾
け
、
多
く
の
職

種
の
人
た
ち
と
徹
底
的
に
討
論

し
、
人
権
保
障
の
視
点
か
ら
住

民
参
加
型
の
福
祉
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
尽
力
さ
れ
た
経
緯
が
、

分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
一
貫
し
た
現
場
主
義
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
当
事
者

参
加
型
の
方
法
に
は
、
出
席
者

か
ら
も
称
賛
の
声
が
上
が
る
と

と
も
に
、
行
政
と
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
は
多
く
の
質
問
が
で

る
な
ど
、
本
会
の
白
眉
と
い
う

に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
し
た
。

次
い
で
活
動
交
流
が
行
わ

れ
、
各
協
会
か
ら
医
科
・
歯
科

連
携
、
在
宅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
拡

充
、
介
護
現
場
に
お
け
る
ヘ
ル

パ
ー
の
介
護
活
動
に
関
す
る
調

査
、
野
宿
生
活
者
に
対
す
る
医

療
相
談
、
児
童
虐
待
問
題
、
大

規
模
災
害
発
生
直
後
の
医
療
供

給
体
制
の
確
立
、
病
診
連
携
推

進
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
的
制
約
が
あ
り
、
十
分

な
質
疑
が
で
き
ず
や
や
消
化
不

良
の
感
も
否
め
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
触
発
さ
れ
る
こ
と
も
大
い

に
あ
り
ま
し
た
。ま
た
一
方
で
、

石
川
協
会
の
「
社
会
保
障
セ
ミ

ナ
ー
」
や
「
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ

カ
ル
の
た
め
の
講
演
会
」
な
ど

の
活
動
も
十
分
に
意
義
深
い
も

の
で
あ
る
と
、
さ
ら
に
意
を
強

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の
た
め

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
食
を
考
え
る
〜

食
べ
る
た
め
の
工
夫
〜
」
が
七
月
三

日
に
開
催
さ
れ
、
多
数
の
方
が
参
加

し
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
在
宅
医

療
を
考
え
る
上
で
、
基
本
的
な
問
題

も
浮
か
び
上
が
っ
た
よ
う
に
思
う
。

シ
ン
ポ
の
内
容
に
つ
い
て
は
別
稿

（
本
紙
七
〜
十
面
に
掲
載
）
に
譲
る

が
、
気
に
な
る
の
は
活
発
な
歯
科
医

師
や
言
語
聴
覚
士
の
方
々
に
比
べ
、

従
来
、
在
宅
医
療
の
主
役
で
あ
っ
た

は
ず
の
内
科
医
の
発
言
が
例
外
的
な

一
部
を
除
き
、
き
わ
め
て
少
な
か
っ

た
し
、
参
加
自
体
も
少
な
か
っ
た
点

で
あ
る
。
も
は
や
内
科
医
は
、
在
宅

医
療
の
主
役
か
ら
滑
り
落
ち
て
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
譲
っ
た
の

か
・
・
・
。

も
ち
ろ
ん
介
護
保
険
下
で
は
、
医

療
・
福
祉
の
チ
ー
ム
一
体
と
し
て
進

め
る
べ
き
で
、
誰
が
主
役
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
役
で
あ
る
と
い
う

前
提
が
あ
る
の
だ
が
、
医
療
的
な
視

点
で
見
る
と
、
後
退
し
た
な
と
感
じ

る
こ
と
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は

ケ
ア
マ
ネ
の
資
質
に
よ
っ
て
大
き
く

左
右
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
少
な

く
と
も
今
後
、
在
宅
に
係
わ
る
医
師

は
、
こ
の
シ
ン
ポ
の
よ
う
な
栄
養
の

問
題
、
排
泄
の
問
題
、
さ
ら
に
認
知

症
や
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
、
医
療
面

で
の
指
導
的
な
対
応
能
力
を
持
つ
こ

と
が
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
し
、
そ
れ
が

現
場
で
十
分
活
か
さ
れ
る
よ
う
な
環

境
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。今

日
、
介
護
保
険
下
の
在
宅
の
現

場
で
は
多
種
多
様
な
人
々
が
入
り
込

む
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
内

容
・
質
は
、
ま
さ
に
玉
石
混
交
で
、

ず
い
ぶ
ん
ひ
ど
い
例
も
あ
る
よ
う

だ
。
要
介
護
者
と
介
護
者
と
に
人
間

と
し
て
の
尊
厳
の
保
障
、
真
の
意
味

で
の
自
己
決
定
が
な
さ
れ
た
か
。
私

た
ち
は
先
に「
社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
そ
の
中
で
人
権
の
思
想

つ
ま
り
人
間
の
尊
厳
を
学
ん
で
き
た

が
、
そ
れ
を
在
宅
の
現
場
で
い
か
に

し
て
活
か
し
て
い
く
か
。
大
変
重
要

な
課
題
で
あ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
未
消

化
の
課
題
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
現
場

の
医
師
の
み
な
ら
ず
在
宅
に
携
わ
る

す
べ
て
の
方
に
こ
の
思
想
を
徹
底
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
商
業
ベ
ー

ス
で
働
い
て
い
る
方
々
が
非
常
に
多

い
現
場
の
状
況
を
見
る
と
難
し
い
課

題
で
も
あ
る
。

今
日
の
政
府
の
過
酷
な
社
会
保
障

抑
制
策
の
も
と
、
現
場
は
ま
す
ま
す

厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
日

本
の
在
宅
医
療
は
、
結
局
、
今
で
も

家
族
介
護
が
中
心
で
、
そ
の
家
族
介

護
そ
の
も
の
が
崩
壊
の
危
機
に
あ
る

と
い
う
現
実
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て

い
な
い
。
社
会
保
障
の
あ
る
べ
き
姿

を
国
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
根
本
的

に
制
度
を
変
え
て
い
く
し
か
な
い
。

在
宅
医
療
に
係
わ
る
す
べ
て
の
医
師

に
今
一
度
奮
起
を
望
み
た
い
。

医
師
の
手
で
守
ろ
う 

人
権
重
視
の
在
宅
医
療 

ttttttttttttttttt

t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
t
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本紙８月号の訂正とお詫び

本紙８月号「会員寄稿・戦後60年」のコーナー
で、次の誤植がありましたので、訂正しお詫びい
たします。

◇
●７面　最下段６行目の「宿して・・・」は、「題
して・・・」の誤植です。

●11面　８段５行目の「最近、死後と・・・」は、
「最近、死語と・・・」の誤植です。
●12面　３段１行目～２行目の「空の要塞一三二
九」は、「空の要塞B29」の誤植です。

◇
以上、ご寄稿いただいた方々はもとより、読者

の方々にもたいへんご迷惑をおかけしましたこと
を心よりお詫びいたします。（編集部）
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夏季セミナー 夏季セミナー 告 報 
記念講演 

『
崩
れ
ゆ
く
』日
本
を
救
う
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン 

　社
会
保
障
・
医
療
そ
し
て
社
会
の
持
続
可
能
性 

日
本
社
会
は〝
生
活
習
慣
病
〞 

 

日
本
社
会
は〝
生
活
習
慣
病
〞 

 

事
務
局
　
東
　
亮
子 

今
こ
そ
医
師
の
公
共
性
発
揮
を 

2005年10月8日（土）～9日（日） 
大阪・三井アーバンホテル大阪ベイタワー 

希望者にパンフレットをお送りします 

保団連医療研究集会 第２０回 第２０回 

■開催日時・会場 

お問い合わせは保険医協会まで　1076（222）5373

■開催規模 
１,０００人（医師、歯科医師、コ・メディカル、コ・デンタル、家族、保健・

福祉関係者、患者・市民、協会事務局など） 

ひろめよう！　保団連・開業医宣言 
発展させよう！　安全・安心の医療 
戦後６０年を迎えたいまこそ 

ひろめよう！　保団連・開業医宣言 
発展させよう！　安全・安心の医療 
戦後６０年を迎えたいまこそ 

メインテーマ 
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七
月
九
日
・
十
日
の
両
日
、

東
京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
に

お
い
て
、
保
団
連
第
三
十
五
回

夏
季
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。

医
師
百
十
七
人
、
歯
科
医
師
八

十
九
人
を
は
じ
め
、
総
勢
三
百

三
十
六
人
の
協
会
関
係
者
が
参

加
し
、
石
川
協
会
か
ら
は
、
平

田
米
里
理
事
、
山
本
司
歯
科
部

員
、
東
が
参
加
し
た
。

一
日
目
に
は
「『
保
険
証
一

枚
』
で
か
か
れ
る
医
療
制
度
を

め
ざ
す
保
団
連
の
政
策
と
運

動
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調
提

案
、
記
念
講
演
「『
崩
れ
ゆ
く
』

日
本
を
救
う
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン

社
会
保
障
・
医
療
そ
し
て
社
会

の
持
続
可
能
性
」
が
、
二
日
目

に
は
四
つ
の
特
別
講
座
、
一
般

市
民
も
参
加
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
混
合
診
療
の
『
実
質
解
禁
』

で
日
本
の
医
療
は
ど
う
な
る

か
」
が
開
か
れ
た
。

金
子
勝
慶
応
義
塾
大
学
経
済

学
部
教
授
は
、
記
念
講
演
の
冒

頭
で
い
か
に
政
府
の
信
頼
性
が

崩
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
指
摘

し
、
そ
の
後
自
身
が
行
っ
た
線

形
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

日
本
の
未
来
に
つ
い
て
述
べ

た
。そ

れ
に
よ
る
と
、
高
齢
化
の

ピ
ー
ク
と
さ
れ
る
二
〇
五
〇
年

に
向
か
っ
て
す
べ
て
の
数
字
が

ゼ
ロ
に
近
づ
い
て
い
く
、
・
・
・

た
と
え
ば
、
政
治
で
は
二
〇
二

〇
年
に
閣
僚
が
全
員
世
襲
議
員

特別講座 
歯
科
　
技
術
料
評
価
の
変
遷
を
考
え
る 

今
こ
そ
住
民
団
体
と
と
も
に 

今
こ
そ
住
民
団
体
と
と
も
に 

山
本
　
司（
金
沢
市
・
歯
科
） 

歯
科
の
低
診
療
報
酬
打
破
を 

と
な
り
、
二
〇
五
〇
年
過
ぎ
に

衆
院
選
の
投
票
率
は
ゼ
ロ
に
な

る
。
経
済
的
に
は
、
衰
退
の
一

途
。
二
〇
一
七
年
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

中
国
に
抜
か
れ
、
合
計
特
殊
出

生
率
は
〇
・
〇
一
に
ま
で
低
下

し
、
誰
も
子
ど
も
を
生
ま
な
く

な
る
・
・
・
な
ど
。
こ
れ
は
、

確
か
に
現
実
味
が
な
い
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
未
来
が
示
し
て
い
る
こ

と
、
・
・
・
そ
れ
は
「
今
の
状

態
が
続
い
た
ら
社
会
が
持
た
な

い
」
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下

に
あ
っ
て
国
民
全
体
に
な
ぜ
危

機
感
が
な
い
の
か
？

そ
れ
は
、
経
験
と
記
憶
に
な

い
現
象
が
起
き
て
い
る
た
め
、

わ
れ
わ
れ
が
想
像
で
き
な
い
状

態
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
操
作
に

よ
り
善
か
悪
か
の
二
文
法
と
バ

ッ
シ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
現
実
に

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
・
真
実
が

わ
れ
わ
れ
に
入
っ
て
き
て
い
な

い
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
日
本
を
救
う

た
め
に
は
、
あ
い
か
わ
ら
ず
横

行
す
る
「
官
か
民
か
」
と
い
っ

た
ピ
ン
ト
ぼ
け
の
議
論
で
な

く
、
「
維
持
可
能
性
の
回
復
」

こ
そ
不
可
欠
で
あ
る
と
金
子
氏

は
語
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
保
団

連
・
医
師
が
す
べ
き
こ
と
を
次

の
三
点
に
ま
と
め
た
。

①
自
己
利
害
だ
け
で
な
く
、

医
師
の
公
共
的
な
精
神
を
打
ち

出
し
、
そ
れ
を
患
者
や
地
域
に

示
す
こ
と
。

②
整
理
さ
れ
、
か
つ
大
胆
な

新
し
い
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
す
こ
と
。

③
次
の
世
代
を
育
て
る
努
力

を
行
う
こ
と
。
次
の
世
代
に
何

を
伝
え
て
い
く
の
か
に
つ
い
て

考
え
、時
間
・
空
間
を
越
え
て
、

今
こ
そ
医
師
の
公
共
性
を
発
揮

す
べ
き
。

「
現
代
の
日
本
社
会
は
、〝
生

活
習
慣
病
〞
に
か
か
っ
て
い
る

よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
こ
れ
を

打
破
す
る
に
は
、
思
い
切
っ
て

生
活
ス
タ
イ
ル
を
転
換
す
る
よ

う
な
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
金
子
氏
は
講
演
を

締
め
く
く
っ
た
。

七
月
十
日
、
セ
ミ
ナ
ー
二
日

目
に
開
か
れ
た
特
別
講
座
「
歯

科
　
技
術
料
評
価
の
変
遷
を
考

え
る
」
に
参
加
し
た
。
こ
の
講

座
に
は
、歯
科
医
師
四
十
一
人
、

事
務
職
員
十
九
人
、
計
六
十
人

の
参
加
が
あ
っ
た
。

担
当
役
員
で
あ
る
馬
場
理
事

（
奈
良
県
）
と
田
辺
理
事
（
北

海
道
）
が
問
題
提
起
と
報
告
を

行
い
、
進
行
役
を
務
め
た
。

一
九
八
〇
年
代
か
ら
薬
価
引

き
下
げ
を
中
心
財
源
と
し
た
診

療
報
酬
の
技
術
料
引
き
上
げ
が

行
わ
れ
て
き
た
が
、
薬
剤
費
率

の
低
い
歯
科
で
は
、
診
療
報
酬

改
定
の
際
の
財
源
は
「
項
目
の

廃
止
」
や
「
点
数
自
体
の
引
き

下
げ
」
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
た
め
、
い
た
る
と

こ
ろ
に
矛
盾
が
生
じ
、
特
に

「
か
初
診
」
導
入
以
降
、
歯
科

診
療
体
系
は
崩
壊
寸
前
の
状
態

に
あ
る
。
歯
科
の
技
術
料
は
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
き
た
か

を
時
代
背
景
と
と
も
に
検
証

し
、
そ
の
こ
と
で
厚
労
省
の
歯

科
診
療
報
酬
に
対
す
る
評
価
の

考
え
方
、
体
系
の
変
更
の
意
図

な
ど
を
探
っ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
上
で
混
合
診
療

に
関
す
る
「
基
本
合
意
」
が
結

ば
れ
た
状
況
下
で
の
初
改
定
と

な
る
来
年
に
向
け
て
短
期
的
運

動
目
標
と
、
こ
れ
か
ら
の
歯
科

診
療
報
酬
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
運

記念講演で演壇に立つ金子勝慶応大学教授

混合診療の「実質解禁」に危機感を持つ参加者で埋め尽くされた会場

動
目
標
の
両
面
か
ら
議
論
を
進

め
て
い
っ
た
。

一
九
七
〇
年
〜
一
九
八
〇
年

は
、
診
療
報
酬
改
定
率
九
・

六
％
〜
一
九
・
九
％
と
い
う
高

い
改
定
率
を
保
っ
て
い
た
が
、

一
九
八
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら

五
・
九
％
か
ら
徐
々
に
下
が
り

始
め
、
一
九
九
二
年
ま
で
一
％

代
で
推
移
す
る
。
そ
れ
以
降
二

〇
〇
〇
年
ま
で
は
一
％
〜
二
％

で
あ
っ
た
が
、
と
う
と
う
二
〇

〇
二
年
に
は
初
の
マ
イ
ナ
ス
改

定
、
一
・
五
％
の
引
き
下
げ
と

な
っ
た
。
二
〇
〇
四
年
は
ゼ
ロ

改
定
で
あ
り
、
今
後
も
大
幅
な

上
昇
は
期
待
で
き
な
い
。

個
々
の
改
定
を
見
て
い
く

と
、
不
可
解
な
保
険
導
入
と
し

て
「
ポ
リ
サ
ル
ホ
ン
疑
惑
」

「
ニ
ッ
ケ
ル
・
ク
ロ
ム
保
険
導

入
」「
Ｃ
Ｒ
イ
ン
レ
ー
」「
睡
眠

時
無
呼
吸
症
候
群
の
口
腔
内
装

置
の
新
設
」
な
ど
が
議
論
に
上

が
っ
た
。
ま
た
、
特
定
療
養
費

制
度
に
関
し
て
は
国
の
負
担
軽

減
が
第
一
の
目
標
で
あ
り
、
患

（
五
面
に
続
く
）
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保団連 保団連 第
３５
回 

第
３５
回 

シンポジウム 
混
合
診
療
の
実
質
解
禁
で
日
本
の
医
療
は
ど
う
な
る
か 

皆
保
険
崩
壊
の
危
機 
皆
保
険
崩
壊
の
危
機 

理
事
　
平
田
　
米
里（
野
々
市
町
・
歯
科
） 
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
混
合
診
療 

者
の
た
め
の
制
度
で
は
な
い
こ

と
は
明
白
で
あ
る
。
特
定
療
養

費
の
拡
大
は
、
経
済
格
差
を
医

療
に
持
ち
込
む
制
度
に
ほ
か
な

ら
ず
、
来
年
の
改
定
に
は
混
合

診
療
や
特
定
療
養
費
制
度
の
拡

大
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
医
療
の
根
幹

に
繋
が
る
問
題
で
あ
り
、
迅
速

な
対
応
と
運
動
が
求
め
ら
れ
る

と
結
論
づ
け
た
。

ま
た
、
長
期
に
わ
た
り
評
価

の
据
え
置
き
を
さ
れ
た
も
の
と

し
て
、
具
体
的
に
列
挙
し
、
ス

タ
デ
ィ
ー
モ
デ
ル
五
十
点
（
昭

和
四
十
五
年
）
単
治
十
六
点

（
昭
和
五
十
二
年
）
根
管
貼
薬

十
一
点
な
ど
（
昭
和
六
十
年
）

P
処
十
点
（
昭
和
六
十
年
）
抜

歯
百
二
十
点
（
昭
和
六
十
年
）

浸
麻
二
十
三
点
（
昭
和
六
十
三

年
）
T
コ
ン
デ
百
十
点
（
昭
和

五
十
六
年
）
な
ど
、
数
多
く
の

も
の
が
昭
和
の
時
代
か
ら
据
え

置
か
れ
た
ま
ま
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
た
。

そ
の
ほ
か
、
包
括
の
名
の
下

に
評
価
の
な
く
な
っ
た
も
の

や
、
ほ
と
ん
ど
評
価
の
な
い
歯

科
の
中
間
治
療
材
料
な
ど
の
話

に
及
ん
だ
。
実
状
に
見
合
っ
た

評
価
に
変
え
な
い
と
、
質
の
良

い
歯
科
治
療
の
確
保
は
ま
す
ま

す
困
難
に
な
る
と
結
論
づ
け
て

い
る
。

ま
た
、
日
本
歯
科
医
学
会
の

調
査
結
果
か
ら
歯
科
診
療
行
為

の
七
割
が
時
給
換
算
九
千
円
未

満
で
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
ス

タ
ッ
フ
の
人
件
費
や
日
常
経
費

な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
歯
科
界

に
有
為
な
人
材
は
集
ま
ら
な
く

な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

行
革
の
始
ま
っ
た
一
九
八
一

年
と
比
べ
て
、
現
金
給
与
総
額

指
数
は
二
〇
〇
三
年
に
一
三

六
・
四
％
で
あ
り
、
同
時
期
の

消
費
者
物
価
指
数
は
一
二
四
・

四
九
％
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
間
の
診
療
報
酬
改

定
は
一
九
八
一
年
対
比
で
一
九

九
七
年
に
は
一
〇
八
・
三
四
％

と
な
っ
た
の
を
最
高
に
、
そ
の

後
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
続
き
、
二

〇
〇
四
年
に
は
一
〇
一
・
五

六
％
ま
で
下
が
っ
て
い
る
。
一

〇
一
・
五
六
％
か
ら
一
〇
八
・

三
四
％
に
戻
す
に
は
、

【（100

÷102.56

）
×108.34

】

と
な
る
の
で
、
約
六
・
六
八
％

の
引
き
上
げ
を
要
す
る
。

今
こ
そ
、
一
九
九
二
年
当
時

の
「
保
険
で
よ
い
入
れ
歯
を
」

の
よ
う
な
運
動
を
起
こ
し
、
わ

れ
わ
れ
保
団
連
の
よ
う
な
歯
科

関
連
団
体
だ
け
で
な
く
、
ほ
か

の
消
費
者
団
体
や
労
働
団
体
と

と
も
に
、
歯
科
保
険
診
療
の
低

診
療
報
酬
を
打
破
し
な
く
て
は

い
け
な
い
。

今
回
の
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ

ー
も
ま
た
、
い
つ
も
な
が
ら
に

熱
い
人
た
ち
の
集
ま
り
で
、
下

手
な
漫
才
を
見
て
い
る
よ
り
も

面
白
い
も
の
で
あ
っ
た
。
内
容

で
は
政
府
が
物
価
・
人
件
費
ス

ラ
イ
ド
方
式
を
無
視
し
、
一
九

八
〇
年
代
と
比
べ
歯
科
に
お
け

る
診
療
報
酬
が
か
な
り
圧
迫
さ

れ
て
お
り
、
数
々
の
診
療
内
容

の
点
数
が
据
え
置
か
れ
た
状
態

に
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
ま

た
、
保
険
導
入
の
意
味
が
は
っ

き
り
分
か
ら
な
い
も
の
が
数
多

く
あ
り
、
数
年
後
に
保
険
か
ら

消
え
て
い
る
と
い
う
状
態
に
も

疑
問
を
感
じ
た
。

七
月
十
日
の
午
後
は
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
『
混
合
診
療
の
実
質

解
禁
で
日
本
の
医
療
は
ど
う
な

る
か
』
を
聴
講
し
た
。

保
団
連
の
宇
佐
美
副
会
長
お

よ
び
斉
藤
隆
義
理
事
、
日
本
難

病
・
疾
病
団
体
協
議
会
の
伊
藤

た
て
お
代
表
、
朝
日
新
聞
の
出

河
雅
彦
編
集
委
員
、
京
都
大
学

医
学
部
の
福
島
雅
典
教
授
が
パ

ネ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

福
島
雅
典
教
授
は
、
長
年
に

わ
た
り
最
先
端
で
研
究
を
行

い
、「
未
承
認
薬
」「
適
応
外
使

用
」
問
題
点
に
つ
い
て
国
へ
の

働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
人
物

で
あ
り
、
そ
の
視
点
か
ら
実
質

解
禁
の
問
題
点
を
指
摘
さ
れ

た
。日

本
の
医
療
制
度
は
世
界
に

類
の
な
い
優
れ
た
制
度
で
あ

り
、
混
合
診
療
が
実
施
さ
れ
れ

ば
、
不
平
等
な
医
療
を
も
た
ら

す
だ
け
で
な
く
、
医
学
研
究
自

体
が
ね
じ
曲
げ
ら
れ
る
危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
る
。
ま
た
、
医

療
に
お
い
て
自
由
主
義
経
済
の

市
場
原
理
は
成
立
せ
ず
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
す
れ
ば
適
切

な
競
争
で
コ
ス
ト
が
下
が
る
と

い
う
の
は
、
基
本
的
に
ウ
ソ
で

あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
医
療
が
新
し

い
方
向
へ
進
ん
で
い
く
と
い
う

こ
と
も
科
学
的
必
然
で
あ
り
、

「
病
院
か
ら
〝
健
院
〞
へ
」「
治

療
か
ら
予
防
へ
」
と
変
化
し
て

い
く
の
も
当
然
の
流
れ
で
あ

る
。
科
学
的
な
根
拠
を
積
み
上

げ
て
、
必
要
な
医
療
に
つ
い
て

は
保
険
適
応
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

ま
た
、
日
本
に
お
け
る
医
療

の
問
題
点
を
改
善
す
る
に
は
、

規
制
緩
和
で
な
く
国
家
的
な
シ

ス
テ
ム
と
し
て
被
験
者
保
護
法

を
成
立
さ
せ
る
こ
と
、
医
療
の

質
を
守
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

混
合
診
療
解
禁
が
行
わ
れ
れ

ば
、
科
学
的
な
根
拠
の
な
い
も

の
や
民
間
療
法
な
ど
が
野
放
し

と
な
る
危
険
性
が
高
く
、
そ
の

範
囲
が
拡
大
し
て
い
け
ば
、
世

界
に
誇
れ
る
皆
保
険
制
度
が
崩

壊
す
る
。
い
ま
こ
そ
、
新
し
い

医
療
の
経
済
学
・
新
し
い
パ
ラ

ダ
イ
ム
で
物
事
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
は
、

医
師
が
結
束
す
る
し
か
な
い
と

福
島
氏
は
訴
え
た
。

こ
の
福
島
氏
の
発
言
の
ほ
か

に
も
、
各
々
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が

格
調
高
く
考
え
を
述
べ
て
い
た

が
、
混
合
診
療
と
は
い
っ
た
い

ど
ん
な
も
の
か
と
尋
ね
ら
れ
れ

ば
、
作
家
の
渡
辺
淳
一
氏
の
言

葉
を
借
り
て
『
・
・
・
一
般
の

医
療
も
歯
科
の
診
療
の
よ
う
に

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
・
・
・
』
と
の
宇
佐
美
副
会

長
の
解
説
が
一
番
分
か
り
や
す

い
と
感
じ
た
。
要
す
る
に
『
歯

科
の
差
額
徴
収
制
度
』
を
理
解

す
れ
ば
お
お
よ
そ
見
当
が
つ
く

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

旧
厚
生
省
は
国
の
極
端
な
低

診
療
報
酬
を
補
完
す
る
た
め

に
、保
険
診
療
か
ら
比
べ
れ
ば
、

は
る
か
に
高
額
な
歯
科
の
自
費

診
療
を
黙
認
し
た
。
世
界
と
比

較
す
る
ま
で
も
な
く
、
低
額
の

診
療
報
酬
で
は
経
営
が
困
難
に

陥
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
ゆ

え
に
、
そ
の
打
開
策
を
自
由
診

療
に
求
め
る
こ
と
を
黙
認
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
安

全
性
も
確
保
さ
れ
て
い
る
し
、

さ
ほ
ど
技
術
力
を
必
要
と
も
し

な
い
領
域
で
も
、
そ
れ
が
で
き

る
技
術
を
持
つ
歯
科
医
に
認
め

る
と
い
う
、
見
栄
を
く
す
ぐ
る

作
戦
で
保
険
導
入
を
認
め
な
か

っ
た
歴
史
も
あ
る
。
・
・
・
そ

の
結
果
ど
う
な
っ
た
か
。

数
十
年
に
わ
た
っ
て
、
歯
科

で
は
多
く
の
項
目
で
診
療
報
酬

が
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
と
な

り
、
歯
科
の
総
医
療
に
占
め
る

シ
ェ
ア
も
当
然
の
ご
と
く
下
降

線
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ
た
。

か
つ
て
は
高
度
成
長
時
代

で
、
歯
科
医
師
数
は
少
な
か
っ

た
。
ま
た
幸
い
？
な
こ
と
に
、

医
科
の
窓
口
支
払
い
は
ほ
と
ん

ど
無
料
で
、
高
額
の
治
療
費
を

必
要
と
し
な
か
っ
た
余
裕
を
歯

科
に
振
り
分
け
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
う
背
景
も
あ
っ
た
。
今

で
は
信
じ
が
た
い
こ
と
だ
が
、

歯
科
医
も
強
者
の
立
場
に
い
た

の
だ
。

し
か
し
時
代
は
変
わ
っ
た
。

改
革
改
善
が
で
き
な
か
っ
た
ツ

ケ
が
国
民
に
も
医
療
担
当
者
に

も
き
た
。
だ
が
待
っ
て
く

れ
・
・
・
、
ち
ょ
っ
と
時
代
が

変
わ
っ
て
、
そ
の
時
そ
の
時
の

政
府
の
都
合
や
経
済
事
情
に
よ

っ
て
『
社
会
保
障
、
人
権
と
い

う
根
源
的
な
権
利
に
関
す
る
取

り
決
め
』
を
簡
単
に
変
え
て
い

い
も
の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
時
々

の
国
民
の
叡
智
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
契
約
は
、
そ
う
簡
単
に
変

わ
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
国
家
・
政
府
を
何
ら
か
の

方
法
で
制
限
す
る
も
の
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
憲
法
が
そ
の
役
割

を
果
た
す
も
の
だ
・
・
・
と
い

う
心
強
い
講
義
を
直
前
に
お
聞

き
し
て
い
た
。
十
日
午
前
の
第

二
分
科
会
・
『
今
こ
そ
憲
法
を

考
え
よ
う
』（
法
学
館
伊
藤
塾

塾
長
　
伊
藤
真
）
が
そ
れ
で
あ

る
。
伊
藤
氏
は
司
法
関
係
の
受

験
生
で
は
知
ら
な
い
人
は
い
な

い
ほ
ど
ら
し
い
。
講
義
は
す
ば

ら
し
か
っ
た
。
感
動
を
覚
え
る

と
い
う
の
は
こ
う
い
う
経
験
に

使
う
言
葉
か
も
し
れ
な
い
。
講

演
の
中
で
い
く
つ
も
の
『
目
か

ら
う
ろ
こ
』
を
体
験
し
た
。
全

部
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
お
話
し
さ
れ
た
珠
玉
の
言

葉
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
こ
と

に
す
る
。

①
強
弱
の
関
係
が
あ
っ
て
、

強
者
が
弱
者
に
対
し
て
理
不
尽

な
こ
と
を
す
る
場
合
に
憲
法
が

登
場
す
る
。

②
国
民
（
公
務
員
で
な
い
）

は
、
政
府
に
憲
法
を
守
ら
せ
る

義
務
が
あ
る
。

③
多
数
派
（
強
者
）
の
立
場

に
い
る
と
憲
法
を
意
識
す
る
こ

と
は
な
い
。
意
識
す
る
と
す
れ

ば
逆
に
う
っ
と
う
し
い
と
感
じ

る
も
の
だ
。

④
日
本
の
憲
法
は
平
和
を
人

権
と
し
て
主
張
し
た
世
界
で
唯

一
つ
の
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
。

⑤
そ
も
そ
も
憲
法
は
そ
の
と

き
ど
き
の
ム
ー
ド
で
間
違
っ
た

判
断
を
し
な
い
よ
う
に
、
国
家

や
権
力
へ
歯
止
め
を
行
う
と
こ

ろ
に
意
味
が
あ
る
。
・
・
・

延
々
と
続
く
・
・
・
。

最
後
に
、
く
ど
い
か
も
し
れ

な
い
が
、『
多
数
決
で
決
め
る

こ
と
は
必
要
で
あ
る
。し
か
し
、

多
数
決
で
奪
っ
て
は
な
ら
な
い

価
値
も
あ
る
。
そ
の
と
き
ど
き

の
多
数
決
で
奪
っ
て
は
な
ら
な

い
も
の
を
明
文
化
し
た
も
の
が

憲
法
で
あ
る
。
憲
法
と
は
国
家

権
力
を
制
限
し
、
人
権
を
保
障

す
る
も
の
で
あ
る
。』
を
氏
の

レ
ジ
ュ
メ
か
ら
引
用
し
て
終
わ

り
と
す
る

◇

（
付
）伊
藤
真
氏
の
著
作
と
し
て

は
、『
高
校
生
か
ら
わ
か
る
日

本
国
憲
法
の
論
点
』
が
読
み
や

す
い
と
推
薦
し
ま
す
。

全国から336人の医師、歯科医師、事務局員らが出席
（７月９日・10日／東京・虎ノ門パストラル）

（
四
面
の
続
き
）
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・
皮
膚
科
を
夫
婦
で 

地
域
密
着
型
の
開
業
医
療
を 

内
科
・
皮
膚
科
を
夫
婦
で 

地
域
密
着
型
の
開
業
医
療
を 

お
お
み
ぞ
内
科
・
皮
ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
大
溝
　
了
庸（
金
沢
市
） 

金
沢
町
中
に
開
業
し
て 

テ
ー
マ 

会員デビュー講演 
・シンポジウム　 2

第10回 

第１１回会員デビュー講演・シンポジウム 
～開業医としての夢を語る～ 

第１１回会員デビュー講演・シンポジウム 
～開業医としての夢を語る～ 

とき 2005年10月13日（木） 
午後7時半～9時 

ところ 金沢都ホテル　5階 「蓬莱の間」 
（ＪＲ金沢駅東口正面　電話０７６－２６１－２１１１） 

無　料 （１０月５日までに、保険医協会まで電話・ＦＡＸなどで必ずお申し込みください） 
 ※定員に達し次第、締め切らせて頂きます。 

参加費 

報告・ 
テーマ 

◇上田　操会員（もみの木醫院院長／金沢市・内科） 

【テーマ】開業後に起きた問題と対策 
◇鈴木　智会員（金沢駅前ぐっすりクリニック院長／金沢市・内科） 

【テーマ】あなたの町のＳＡＳ屋さん～睡眠時無呼吸症候群を通してかかわる地域医療～ 
◇岡部源一会員（岡部内科クリニック院長／七尾市） 

【テーマ】内科クリニック開業3年目、予約制診療の成果は？（自慢できない話も？） 
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石
川
県
保
険
医
協
会
の
皆

様
、
こ
の
度
は
貴
重
な
紙
面
を

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。「
金
沢
町
中
に
開
業

し
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
て

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
共
が
開
業
を
考
え
始
め
た

の
は
、
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
で
、

私
は
公
立
宇
出
津
総
合
病
院
内

科
、
妻
は
珠
洲
市
総
合
病
院
皮

膚
科
在
職
中
で
、
私
も
妻
も
実

家
が
金
沢
に
あ
り
、
そ
ろ
そ
ろ

金
沢
に
戻
ら
な
く
て
は
と
思
い

始
め
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
内
科
医
と
皮
膚
科
医
が

同
じ
職
場
で
働
く
こ
と
を
考

え
、
開
業
を
決
意
し
ま
し
た
。

開
業
の
主
旨
は
、
わ
れ
わ
れ

が
病
院
勤
務
に
て
得
ら
れ
た
経

験
と
知
識
を
基
に
、
開
業
地
周

辺
の
患
者
さ
ん
に
対
し
、
個
々

の
患
者
さ
ん
の
背
景
因
子
に
応

じ
た
地
域
医
療
を
行
い
、
身
近

な
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
に
な
り
た

い
と
い
う
思
い
で
す
。そ
し
て
、

通
院
可
能
な
方
に
は
外
来
通
院

し
て
い
た
だ
き
、
不
能
な
方
に

は
往
診
に
て
地
域
密
着
型
の
内

科
お
よ
び
皮
膚
科
診
療
を
行
い

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、

内
科
、
皮
膚
科
領
域
に
お
い
て

は
、専
門
分
野
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

可
能
な
限
り
幅
広
い
診
療
を
目

指
し
ま
し
た
。

開
業
地
で
す
が
、
金
沢
市
で

は
旧
市
街
地
で
あ
る
横
山
町
を

選
び
ま
し
た
。

さ
て
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月

一
日
に
「
お
お
み
ぞ
内
科
・
皮

ふ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
院
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
ま

ず
感
じ
た
こ
と
は
、
内
科
に
関

し
て
言
え
ば
、
来
院
患
者
さ
ん

が
少
な
く
結
構
暇
な
時
間
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

時
間
を
利
用
し
て
、
来
院
さ
れ

る
患
者
様
に
は
背
景
因
子
を
含

め
た
ア
ナ
ム
ネ
ー
ゼ
を
十
分
に

と
り
、
病
状
お
よ
び
予
後
の
説

明
に
は
時
間
を
か
け
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
た
。
ま
た
、
背
景

因
子
に
応
じ
て
治
療
す
る
よ
う

に
も
心
が
け
ま
し
た
。

開
院
し
て
約
一
年
が
過
ぎ
た

こ
ろ
に
は
定
期
通
院
の
患
者
さ

ん
も
増
え
、
か
な
り
多
忙
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ

た
こ
と
は
、
開
業
地
が
旧
市
街

地
で
あ
る
た
め
、
ご
高
齢
の
患

者
さ
ん
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
私
も
妻
も
高
齢
者
の
多
い

奥
能
登
で
勤
務
し
て
い
た
た

め
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を

基
に
、
開
業
地
で
の
診
療
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
勤

務
医
時
代
の
高
齢
者
医
療
の
経

験
を
生
か
し
た
診
療
が
で
き
た

と
い
う
こ
と
で
、
金
沢
町
中
で

開
業
し
て
よ
か
っ
た
と
、
こ
の

時
点
で
思
い
ま
し
た
。

次
に
、
内
科
と
皮
膚
科
で
開

業
し
、
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、

季
節
別
に
み
た
患
者
数
は
、春
、

夏
は
接
触
皮
膚
炎
、虫
刺
さ
れ
、

湿
疹
な
ど
皮
膚
科
が
多
く
、
内

科
は
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
し

た
。
逆
に
、
秋
、
冬
は
感
冒
や

熱
性
疾
患
な
ど
内
科
が
多
く
、

皮
膚
科
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
こ
こ
一
年
間
は
一

日
の
患
者
数
は
ほ
ぼ
一
定
で
し

た
。
内
科
か
ら
み
て
皮
膚
科
医

が
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

は
、
診
療
経
過
中
に
み
ら
れ
る

皮
疹
や
皮
膚
掻
痒
が
薬
疹
に
よ

る
か
否
か
の
助
言
を
し
て
も
ら

え
る
こ
と
、
皮
疹
を
伴
う
熱
性

疾
患
の
診
断
が
可
能
で
あ
る
こ

と
、
運
動
能
力
の
低
下
し
た
患

者
さ
ん
（
特
に
往
診
に
て
診
療

中
の
患
者
さ
ん
）
に
褥
瘡
が
発

生
し
た
場
合
、
対
処
可
能
で
あ

る
こ
と
な
ど
で
す
。

逆
に
、
皮
膚
科
か
ら
み
た
場

合
、
全
身
状
態
不
良
の
皮
膚
疾

患
患
者
の
診
療
可
能
な
こ
と
、

内
臓
病
変
を
伴
う
皮
膚
疾
患
の

精
査
が
可
能
で
あ
る
こ
と
の
よ

う
で
す
。
す
な
わ
ち
、
内
科
、

皮
膚
科
互
い
に
相
補
的
で
、

各
々
、
よ
り
幅
の
広
い
診
療
が

可
能
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

開
業
し
て
現
在
ま
で
二
年
九

カ
月
が
た
ち
ま
し
た
が
、
こ
の

間
、通
院
患
者
さ
ん
の
中
か
ら
、

皮
膚
癌
八
例
、
肺
癌
三
例
、
胃

癌
三
例
、
膵
癌
一
例
、
胆
管
細

胞
癌
一
例
、
肝
細
胞
癌
一
例
、

卵
巣
癌
一
例
の
発
生
を
確
認
し

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
今
後
、

長
期
に
わ
た
り
慢
性
疾
患
患
者

様
の
診
療
に
携
わ
る
に
あ
た
っ

て
は
、
他
の
病
気
（
特
に
、
悪

性
腫
瘍
）
の
合
併
に
注
意
を
払

う
必
要
が
あ
る
と
、
改
め
て
、

感
じ
ま
し
た
。

次
に
、
夫
婦
で
開
業
し
た
と

い
う
観
点
で
、
私
が
感
じ
た
こ

と
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
日
々
の
仕
事
の
内

容
は
私
の
場
合
、
診
療
と
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
管
理
で
す
が
、
妻
の

場
合
は
こ
れ
ら
に
加
え
て
、
家

事
、
子
ど
も
の
教
育
、
町
内
会

の
仕
事
、
地
域
の
小
連
の
仕
事

な
ど
あ
り
、
妻
の
方
が
仕
事
量

は
、
は
る
か
に
多
く
、
大
変
そ

う
で
す
。
私
も
で
き
る
だ
け
妻

の
手
伝
い
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

以
上
、
金
沢
町
中
に
開
業
し

て
感
じ
た
こ
と
を
、
発
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
開
業
に
あ
た
り
専

門
的
な
知
識
と
技
術
を
ご
教
授

い
た
だ
き
ま
し
た
金
沢
大
学
医

学
部
第
一
内
科
学
教
室
、
金
沢

大
学
医
学
部
皮
膚
科
学
教
室
並

び
に
、
貴
重
な
臨
床
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
公
立
宇
出
津

総
合
病
院
、
珠
洲
市
総
合
病
院

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。

八
月
二
十
二
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
の
三
日
間
、
福
岡

県
に
あ
る
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
博

多
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
た

第
三
十
一
回
全
国
事
務
局
学

習
会
に
参
加
し
た
。

全
国
か
ら
九
十
五
人
の
事

務
局
員
が
参
加
し
た
今
回
の

学
習
会
で
は
、「
社
会
保
障

と
憲
法
の
理
念
を
学
び
、
医

療
改
善
へ
の
展
望
を
つ
か
も

う
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

岩
川
修
保
団
連
事
務
局
次
長

に
よ
る
基
調
提
案
「
社
会
保

障
総
改
悪
を
め
ぐ
る
情
勢
と

今
後
の
取
り
組
み
、
事
務
局

員
の
役
割
に
つ
い
て
」、
愛

敬
浩
二
名
古
屋
大
学
教
授
に

よ
る
「
改
憲
を
め
ぐ
る
状
況

と
平
和
憲
法
の
意
義
」、
住

江
憲
友
保
団
連
副
会
長
に
よ

る
「
私
と
保
険
医
運
動
―
事

務
局
に
期
待
す
る
こ
と
」
な

ど
、
五
つ
の
講
座
と
分
散
会

が
開
か
れ
た
。

衆
議
院
解
散
を
念
頭
と
し

た
も
の
で
は
な
く
、「
社
会

保
障
」「
憲
法
」
問
題
に
的

を
絞
っ
た
内
容
で
は
あ
っ
た

が
、
小
泉
政
権
の
問
題
点
を

改
め
て
確
認
す
る
内
容
で
あ

り
、
今
回
の
解
散
総
選
挙
は

国
民
に
と
っ
て
大
き
な
岐
路

で
あ
り
、
大
き
な
転
機
に
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

た
。「

社
会
保
障
」「
憲
法
」
問

題
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と

は
、
長
い
間
か
け
て
培
わ
れ

て
き
た
も
の
が
、
今
、
壊
さ

れ
よ
う
と
し
、
今
ま
で
築
き

上
げ
継
承
さ
れ
て
き
た
も
の

が
、
理
念
か
ら
す
べ
て
変
質

さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
実
の
問
題
に
立
ち
向
か

う
と
き
、
そ
の
理
念
や
歴
史

を
知
ら
な
け
れ
ば
闘
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
そ
の

理
念
や
歴
史
は
、
わ
れ
わ
れ

に
大
き
な
力
を
授
け
て
く
れ

る
。
今
回
の
学
習
会
は
そ
う

い
っ
た
点
を
確
認
す
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
よ
う
に
思

う
。
そ
の
意
味
か
ら
も
日
々

の
学
習
は
不
可
欠
で
あ
る
と

痛
感
さ
せ
ら
れ
、
現
実
に
起

こ
っ
て
い
る
事
象
だ
け
で
な

く
、
歴
史
的
事
実
も
知
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

た
。ま

た
、
今
回
の
全
国
事
務

局
学
習
会
で
は
、
全
国
の
事

務
局
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
持

て
た
こ
と
も
非
常
に
大
き
な

収
穫
で
あ
っ
た
。
担
当
部
署

や
経
験
年
数
の
枠
を
超
え

て
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
様
々

な
こ
と
を
教
授
し
て
い
た
だ

き
非
常
に
参
考
と
な
っ
た
。

今
回
の
学
習
会
で
得
た
こ

と
を
日
々
の
業
務
で
活
か
せ

る
よ
う
努
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
、
改
め
て

決
意
を
固
め
た
。

全
国
事
務
局
学
習
会

全
国
事
務
局
学
習
会 

 

全
国
事
務
局
学
習
会

全
国
事
務
局
学
習
会 

 

全
国
事
務
局
学
習
会

全
国
事
務
局
学
習
会 

 

全
国
事
務
局
学
習
会 

報告 

開業して2年半の様子を講演する大浦了庸先生
（６月16日・金沢都ホテル）

事務局　東　亮子 

社会保障と憲法の理念を学び、 
医療改善への展望をつかもう 
社会保障と憲法の理念を学び、
医療改善への展望をつかもう 



頬
の
助
け
に
よ
っ
て
、
咀
嚼
が

始
ま
り
ま
す
。
同
時
に
唾
液
が

分
泌
さ
れ
、
食
べ
物
を
飲
み
込

み
や
す
く
し
ま
す
。
の
ど
を
通

る
大
き
さ
に
丸
め
て
の
ど
の
奥

に
移
動
さ
せ
ま
す
と
、
脳
に
刺

激
が
送
ら
れ
ま
す
。
す
る
と
反

射
的
に
、
食
べ
物
を
飲
み
込
む

「
嚥
下
反
射
」
が
起
こ
り
ま
す
。

〔
③
食
事
の
介
助
〕

食
べ
る
と
い
う
行
動
は
誰
で

も
同
じ
で
す
の
で
、
自
分
の
こ

と
を
よ
く
観
察
す
る
と
介
助
の

仕
方
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。
障

害
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
だ
け
カ
バ

ー
し
て
あ
げ
れ
ば
う
ま
く
食
べ

ら
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
お
茶
を
飲
む
時

を
考
え
て
み
ま
す
。
コ
ッ
プ
を

軽
く
持
ち
、
口
の
前
で
一
回
止

め
て
一
呼
吸
置
い
て
、
右
利
き

で
あ
れ
ば
右
下
方
か
ら
口
へ
介

助
し
ま
す
。
コ
ッ
プ
が
下
口
唇

に
触
れ
て
始
ま
り
、
呼
吸
を
吸

い
込
む
と
と
も
に
静
か
に
傾

け
、
上
口
唇
の
動
き
で
一
回
量

を
決
め
ま
す
。
上
口
唇
を
閉
じ

て
、
舌
を
口
蓋
に
当
て
て
飲
み

込
み
ま
す
。
実
際
に
水
分
補
給

を
ど
う
し
て
い
る
か
を
必
ず
見

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
と
に
か
く
細
か
く
刻

ん
だ
り
、
噛
ま
な
く
て
も
い
い

（7）2005年9月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第401号石 川 保 険 医 新 聞

医師とコ・メディカルのためのシンポジウム 2005医師とコ・メディカルのためのシンポジウム 2005

テーマ 食を考える 食べるための工夫 
（7月3日／金沢市観光会館） 

報告 

七
月
三
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
「
食
を
考
え
る
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
本

紙
八
月
号
で
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
報
告
原

稿
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
以
下
、
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
本
テ
ー
マ
の
パ
ー
ト
２
と
し
て
、
来
る
十
一
月
四
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら

金
沢
都
ホ
テ
ル
で
、「
食
」
を
考
え
る
講
演
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
栄
養
ケ
ア

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
厚
木
代
表
の
江
頭
文
江
管
理
栄
養
士
を
お
招
き
し
、「
地
域
社
会
で
口
か

ら
食
べ
る
を
支
援
す
る
　
〜
食
べ
る
た
め
の
工
夫
〜
」
を
テ
ー
マ
に
現
在
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
（
十
面
参
照
）。

こ
の
た
び
、
再
び
石
川
県
保

険
医
協
会
と
共
催
と
い
う
ご
縁

を
い
た
だ
き
、「
食
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
開
催
に
か
か
わ
ら
せ

て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ら
れ
ま

し
た
こ
と
に
対
し
、
ま
ず
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二
〇
〇
二
年
度
お
よ
び
二
〇

〇
三
年
度
に
私
ど
も
の
会
が

「
医
師
と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
の

た
め
の
講
演
会
／
摂
食
・
嚥
下

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
リ
ー

ズ
」
を
金
沢
、
七
尾
、
小
松
で

共
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

折
、
例
え
ば
お
か
ゆ
の
上
手
な

作
り
方
な
ど
通
常
の
私
ど
も
の

専
門
領
域
以
外
の
多
様
な
質
問

を
い
た
だ
き
、
摂
食
・
嚥
下
障

害
と
食
の
問
題
を
様
々
な
立
場

か
ら
考
え
る
の
は
ど
う
か
、
と

い
う
案
が
出
て
お
り
ま
し
た
。

今
回
、
小
川
滋
彦
先
生
の
ご

提
案
に
よ
り
、
医
師
、
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
、
言
語
聴
覚

士
、
管
理
栄
養
士
が
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
約
二

百
人
の
様
々
な
職
種
の
参
加
者

の
方
々
と
も
意
見
交
換
す
る
試

み
が
実
現
し
ま
し
た
が
、
発
表

者
の
先
生
方
に
は
非
常
に
濃
い

内
容
を
き
っ
ち
り
二
十
分
に
収

め
る
と
い
う
難
題
を
見
事
に
ク

リ
ア
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ロ
ア
の
皆
様
も
在
宅

や
施
設
で
の
悩
み
や
経
験
を
共

有
し
て
下
さ
り
、
活
発
に
ご
参

加
下
さ
い
ま
し
た
の
で
、
一
人

ひ
と
り
が
何
か
お
土
産
を
得
ら

れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
た
（
と

思
い
ま
す
）
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

訪
問
指
導
の
お
話
を
伺
い
な

が
ら
、
も
し
来
年
、
介
護
保
険

に
訪
問
言
語
聴
覚
療
法
が
位
置

づ
け
ら
れ
ま
し
た
な
ら
、
マ
ン

パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る
と
は

言
え
、
言
語
聴
覚
士
も
頑
張
ら

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
在
宅
の
状
況
が
分
か
る
こ

と
で
、
入
院
中
の
方
へ
の
訓

練
・
対
応
方
法
に
反
映
さ
れ
る

こ
と
も
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
「
食
」
の
問

題
は
奥
が
深
く
、
興
味
は
尽
き

「
食
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
共
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て 

石
川
県
言
語
聴
覚
士
会
　
会
長
　
勝
木
　
準 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に
期
待 

報　告　者（敬称略） 
①歯科開業医の立場から 

②歯科衛生士の立場から 

③言語聴覚士の立場から 

④管理栄養士の立場から 

⑤内科開業医の立場から 

保険医協会理事・ 
小島歯科医院 

金沢調理師専門学校 
非常勤講師 

保険医協会理事・ 
小川医院 

・石川県言語聴覚士会 会長 勝木　　準 
・石川県保険医協会理事 三宅　　靖 

辰口芳珠記念病院 

城北病院 

小島　　登 

村田由香里 

竹内　　満 

手塚　波子 

小川　滋彦 
司　会 

ま
せ
ん
。
第
二
弾
以
降
も
別
の

視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
追

加
で
き
る
と
一
層
興
味
深
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
回
を

重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

広
く
深
く
食
に
つ
い
て
考
え
、

「
患
者
・
利
用
者
個
人
そ
れ
ぞ

れ
の
特
性
や
好
み
に
配
慮
し
つ

つ
、
自
分
達
に
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
や
っ
て
い
こ
う
」
と
い
う

今
回
の
ま
と
め
の
「
で
き
る
こ

と
」
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い

く
こ
と
、
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
強
化
さ
れ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
今
回
の
開
催
に
あ
た

り
、
企
画
運
営
で
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
関
係
者
の
皆

様
、
発
表
者
、
参
加
者
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
①
口
か
ら
食
べ
る
喜
び
〕

楽
し
い
食
事
は
、
生
き
る
力

の
源
に
な
り
ま
す
。
単
に
栄
養

を
取
り
込
む
だ
け
で
な
く
、
同

時
に
舌
触
り
や
歯
ご
た
え
な
ど

を
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ

り
お
い
し
く
感
じ
、
口
か
ら
食

べ
る
喜
び
を
味
わ
え
ま
す
。
そ

し
て
、
お
い
し
い
料
理
を
口
か

ら
食
べ
ま
す
と
、「
う
れ
し
い
」

「
楽
し
い
」
な
ど
の
感
情
が
わ

き
、
食
欲
が
刺
激
さ
れ
て
、
も

っ
と
た
く
さ
ん
食
べ
た
く
な
り

ま
す
。

ま
た
、
視
覚
や
味
覚
な
ど
が

脳
を
刺
激
し
、
心
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
る
効
果
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
口
の
筋
肉
や
歯
、

舌
を
使
い
、
味
覚
や
触
覚
、
温

覚
、
嗅
覚
、
聴
覚
を
感
じ
な
が

ら
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

れ
ま
す
。

〔
②
食
べ
る
こ
と
は
全
身
動
作
〕

目
の
前
に
お
い
し
い
料
理
が

あ
り
ま
す
と
、
そ
れ
は
目
を
通

し
て
脳
に
伝
わ
り
、
唾
液
も
分

泌
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
口
元

に
食
べ
物
を
近
づ
け
る
と
頸
部

の
筋
肉
が
働
き
頭
を
支
え
、
目

と
手
と
の
協
調
に
よ
り
食
べ
物

を
口
に
持
っ
て
き
ま
す
。
口
に

食
べ
物
が
入
り
ま
す
と
、
舌
と

報 告 ①

の立場から

各専門分野からの「食」への取り組みが紹介される

（
八
面
に
続
く
）



【
は
じ
め
に
】

嚥
下
障
害
で
は
、
①
低
栄

養
・
脱
水
②
誤
嚥
・
窒
息
の
危

険
③
食
べ
る
楽
し
み
の
障
害
、

こ
の
三
点
の
弊
害
が
出
る
。
こ

れ
ら
は
、
早
期
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、「
嚥
下

食
」
を
活
用
す
る
こ
と
で
か
な

り
軽
減
で
き
る
。

【
早
期
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
】

高
齢
者
、
中
で
も
要
介
護
状

態
に
あ
る
方
は
慢
性
的
低
栄
養

状
態
お
よ
び
脱
水
傾
向
に
あ

り
、
潜
在
的
Ｐ
Ｅ
Ｍ
状
態
と
い

え
る
た
め
、
手
術
や
疾
病
を
き

っ
か
け
と
し
て
容
易
に
低
栄
養

状
態
に
陥
る
。
す
る
と
、
感
染

症
や
褥
瘡
を
併
発
し
、
入
院
は

長
期
化
し
、
日
常
生
活
活
動
は

あ
っ
と
い
う
間
に
低
下
す
る
。

そ
の
結
果
寝
た
き
り
と
な
り
、

も
の
に
し
ま
す
と
、
食
べ
物
の

持
ち
味
を
失
っ
て
し
ま
い
、
食

欲
が
わ
か
な
く
な
り
ま
す
。
噛

め
る
堅
さ
の
上
限
を
見
つ
け

て
、
嗜
好
を
尊
重
し
て
調
理
法

を
工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。
好
物

で
試
し
て
み
る
と
食
べ
ら
れ
る

堅
さ
が
分
か
り
ま
す
。

〔
④
実
際
の
訪
問
歯
科
〕

患
者
さ
ん
の
家
族
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま

す
と
、
双
方
の
都
合
を
調
整
し

て
だ
い
た
い
の
予
約
を
取
り
ま

す
。
そ
し
て
、
二
、
三
人
の
歯

科
衛
生
士
を
連
れ
て
患
者
さ
ん

宅
を
訪
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け

普
段
見
て
い
る
ご
家
族
と
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
同
席
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
初
日
は
保
険

証
の
確
認
、
記
載
事
項
が
多
い

の
で
多
人
数
の
訪
問
に
な
り
ま

す
。ま

ず
、
他
職
種
か
ら
の
コ
メ

ン
ト
も
参
考
に
、
全
身
状
態
を

把
握
し
ま
す
。
ま
た
、
食
事
内

容
の
評
価
を
し
た
り
、
比
較
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
使

い
や
す
く
安
全
な
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
確
立
が
重
要
に
思
わ
れ
ま

す
。次

に
歯
科
の
分
野
に
な
り
ま

す
。
依
頼
の
多
く
は
、「
虫
歯

が
あ
る
。歯
肉
が
腫
れ
て
い
る
。

義
歯
が
合
わ
な
い
」
な
ど
が
原

因
で
痛
く
て
噛
め
な
い
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

ま
ず
、
口
腔
内
を
し
っ
か
り

観
察
し
ま
す
。
ま
た
、
食
べ
物

が
そ
の
ま
ま
口
の
中
に
残
る
こ

と
と
プ
ラ
ー
ク
が
付
着
し
て
い

る
の
は
明
ら
か
な
違
い
が
あ
り

ま
す
。
プ
ラ
ー
ク
は
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
の
問
題
で
あ
り
、
一
方
食

物
残
渣
は
口
腔
機
能
の
問
題
で

あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
は
毎

日
行
う
こ
と
が
ベ
ス
ト
で
す
。

ご
家
族
や
他
職
種
の
協
力
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
う
が
い
が
で

き
る
か
ど
う
か
は
口
腔
ケ
ア
の

難
易
度
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
口
腔
清

掃
自
立
度
や
口
腔
機
能
状
態
も

加
味
し
て
治
療
計
画
を
立
て
ま

す
。
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（
七
面
の
続
き
）

（
九
面
に
続
く
）

〔
は
じ
め
に
〕

口
は
、
食
べ
物
を
「
取
り
込

む
」「
噛
む
」
そ
し
て
「
飲
み

込
む
」
と
い
う
、
食
べ
る
行
為

そ
の
も
の
を
行
う
と
同
時
に
、

「
食
感
を
楽
し
む
」「
味
覚
を
楽

し
む
」
と
い
う
、
食
を
楽
し
む

器
官
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

様
々
な
理
由
か
ら
そ
の
楽
し
み

を
味
わ
え
な
い
方
達
も
多
い
。

二
〇
〇
〇
年
、
当
院
で
は

〝
摂
食
嚥
下
障
害
を
持
つ
患
者

様
と
そ
の
治
療
に
対
し
、
チ
ー

ム
医
療
を
通
じ
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
〞
と
い
う
理
念
の
も
と
に
摂

食
嚥
下
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｆ

Ｓ
Ｔ
）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
今

回
は
そ
の
中
で
の
歯
科
衛
生
士

の
役
割
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

〔
チ
ー
ム
活
動
の
概
要
〕

各報告のあとはシンポジウムが行われた

チ
ー
ム
の
活
動
は
、
主
治
医

よ
り
チ
ー
ム
窓
口
で
あ
る
耳
鼻

科
に
依
頼
（
耳
鼻
科
に
て
全
身

状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
・
内
視
鏡
検

査
）→

歯
科
に
て
口
腔
内
診
査

→

Ｖ
Ｆ
検
査
（
検
査
後
ミ
ニ
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
）→

食
事
回
診

等
の
活
動→

月
に
一
回
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
の
流
れ
で
行
わ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
の
中
で
、

歯
科
衛
生
士
の
役
割
と
い
え
ば

や
は
り
、
口
腔
衛
生
管
理
・
口

腔
ケ
ア
で
あ
る
。
口
の
中
が
汚

れ
た
り
、
ま
た
、
乾
燥
し
て
い

て
は
嚥
下
機
能
の
評
価
を
正
し

く
行
え
な
い
。
口
腔
ケ
ア
は
ま

さ
に
〝
食
べ
ら
れ
る
口
に
整
え

る
こ
と
〞
で
あ
る
と
言
え
る
。

当
院
で
現
在
作
成
中
の
〝
摂
食

嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク

リ
ニ
カ
ル
パ
ス
〞
の
草
案
で
あ

る
〝
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
ク
リ

ニ
カ
ル
パ
ス
概
要
〞
で
は
嚥
下

障
害
の
重
症
度
を
重
度
・
中
等

度
・
軽
度
の
三
段
階
に
分
類

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
合
わ

せ
た
訓
練
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

考
案
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

口
腔
ケ
ア
は
こ
れ
ら
す
べ
て
の

段
階
に
お
い
て
必
要
な
間
接
訓

練
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い

る
。

〔
嚥
下
障
害
重
症
度
分
類
と
パ

ス
内
容
の
概
要
〕

重
度
症
例

・
経
口
摂
食
が
か
な
り
困
難

だ
が
、
胃
瘻
を
造
設
す
る

に
は
早
急
と
思
わ
れ
る
症

例
。

・
胃
瘻
の
対
象
で
は
あ
る

が
、
本
人
も
し
く
は
家
族

が
手
術
に
同
意
さ
れ
な
い

症
例
。

訓
練
内
容

・
間
接
訓
練
（
作
業
療
法
・

理
学
療
法
・
口
腔
ケ
ア
）

の
み
。

口
腔
ケ
ア
の
目
的

・
口
腔
内
の
細
菌
数
を
減
少

さ
せ
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防

に
努
め
る
こ
と
。

・
口
腔
内
を
刺
激
し
唾
液
の

分
泌
を
促
す
こ
と
。

・
乾
燥
対
策
、舌
苔
の
除
去
。

中
等
度
症
例

・
経
口
摂
食
は
や
や
困
難
だ

が
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
り
改
善
す
る
可
能

性
の
あ
る
症
例
。

訓
練
内
容

・
間
接
訓
練
が
主
体
で
あ
る

が
、
直
接
訓
練
の
前
段
階

で
あ
る
キ
シ
リ
ト
ー
ル
ア

イ
ス
を
使
っ
た
訓
練
が
入

る
。

口
腔
ケ
ア
の
目
的

・
直
接
訓
練
に
入
れ
る
よ
う

口
腔
内
の
清
潔
を
保
ち
、

誤
嚥
性
肺
炎
を
防
ぐ
。

・
口
腔
機
能
の
ア
ッ
プ
を
図

る
。

軽
度
症
例

・
経
口
摂
食
が
可
能
な
症

例
。

訓
練
内
容

・
直
接
訓
練
主
体
。（
間
接

訓
練
は
必
要
に
応
じ
て
）

口
腔
ケ
ア
の
目
的

・
食
物
残
渣
を
取
り
除
き
誤

嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
努
め

る
。

・
口
の
中
を
清
潔
に
す
る
こ

と
で
味
覚
を
鋭
敏
に
し
、

食
欲
の
増
進
を
図
る
。

〔
口
腔
ケ
ア
が
普
及
し
な
い
要
因
〕

様
々
な
有
効
性
が
示
さ
れ
て

い
る
口
腔
ケ
ア
だ
が
、
受
け
入

れ
は
ス
ム
ー
ズ
で
は
な
く
、
現

在
で
も
普
及
活
動
の
途
上
で
あ

る
。
こ
れ
に
は
以
下
の
要
因
が

挙
げ
ら
れ
る
。

１
、
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
情

報
が
乏
し
い
。

２
、
忙
し
い
業
務
の
中
で
口

腔
ケ
ア
に
割
く
時
間
が
と

れ
な
い
。

３
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
介
護
高

齢
者
に
よ
っ
て
口
腔
状
態

が
大
き
く
異
な
り
、
一
律

石川県言語聴覚士会の勝木準会長〈右〉と
保険医協会の三宅靖理事が司会を務めた

の
口
腔
ケ
ア
の
基
準
を
提

示
す
る
こ
と
が
困
難
。

４
、
口
腔
ケ
ア
は
保
険
算
定

が
で
き
な
い
。
な
ど
・
・
・
。

〔
口
腔
ケ
ア
普
及
の
た
め
の
病

棟
看
護
師
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
〕

私
達
は
口
腔
ケ
ア
普
及
の
鍵

が
病
棟
看
護
師
に
あ
る
と
考

え
、
以
下
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行

っ
た
。

ア
プ
ロ
ー
チ
１

病
棟
看
護
師
が
行
う
ケ
ア
の

内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
現
在
の

問
題
点
を
把
握
す
る
。

ア
プ
ロ
ー
チ
２

病
棟
看
護
師
が
患
者
の
口
腔

内
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
が
出

来
る
こ
と
や
、
歯
科
的
な
問
題

点
を
早
急
に
発
見
し
対
応
す
る

こ
と
等
を
目
的
と
し
た
病
棟
回

診
を
行
う
。

ア
プ
ロ
ー
チ
３

口
腔
ケ
ア
を
テ
ー
マ
と
し
た

病
棟
勉
強
会
を
行
う

以
上
の
活
動
を
通
じ
、
病
棟

と
の
距
離
も
少
し
ず
つ
縮
ま
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
外
来
が
活
動
の

場
で
あ
る
歯
科
衛
生
士
と
、
病

棟
が
活
動
の
場
で
あ
る
病
棟
看

護
師
と
は
、
接
点
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
お
互
い
の
仕
事
に
つ
い

て
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
し
か
し
、〝
口
腔
ケ

ア
〞と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
が
、

お
互
い
を
理
解
す
る
い
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
う
。

〔
ま
と
め
〕

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
は
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
で

あ
る
。
歯
科
衛
生
士
は
チ
ー
ム

の
中
で
、
自
分
の
役
割
を
認
識

し
、
ど
の
段
階
で
何
が
出
来
る

か
を
正
確
に
と
ら
え
、
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
提
供
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。そ
の
た
め
に
は
、

幅
広
い
知
識
の
習
得
と
他
職
種

と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
今

後
も
患
者
様
に
口
か
ら
食
べ
る

楽
し
み
を
持
ち
続
け
て
も
ら
え

る
よ
う
歯
科
衛
生
士
と
し
て
出

来
得
る
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。

報 告 ②

の立場から

報 告 ③

の立場から



（
一
）
当
院
の
在
宅
経
腸
栄
養

利
用
者
の
現
況

当
院
が
、
一
九
九
六
年
四
月

か
ら
二
○
○
五
年
七
月
ま
で
に

往
診
し
た
経
腸
栄
養
利
用
者
は

四
十
六
人
で
あ
り
、
一
人
の
経

皮
経
食
道
胃
管
挿
入
術
（
Ｐ
Ｔ

Ｅ
Ｇ
）
以
外
は
経
皮
内
視
鏡
的

胃
瘻
造
設
術
（
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）
栄
養

で
あ
る
（
表
１
）。
胃
瘻
栄
養

で
以
っ
て
栄
養
状
態
や
全
身
状

態
が
改
善
す
る
と
、
も
う
一
度

口
か
ら
食
べ
る
こ
と
を
希
望
す

る
者
は
少
な
く
な
い
が
、
実
際

に
摂
食
嚥
下
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
わ
ず
か
六
人
で
あ
っ

た
。
経
口
摂
取
も
可
能
な
者
は

十
七
人
（
三
七
％
）
で
あ
る
が
、

完
全
に
胃
瘻
を
離
脱
で
き
た
の

は
二
人
に
過
ぎ
ず
、
十
四
人
は

胃
瘻
を
併
用
し
て
い
た
。
患
者

は
生
活
者
と
し
て
胃
瘻
を
利
用

を
目
的
と
す
る
が
、
摂
食
に
つ

い
て
は
少
な
く
と
も
「
口
か
ら

食
べ
る
準
備
」
は
最
低
限
し
て

お
く
こ
と
が
義
務
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
な
い
と
、
回
復
期
、
維

持
期
に
ど
ん
ど
ん
し
わ
寄
せ
が

来
て
し
ま
う
。
合
併
症
の
中
で

も
、
特
に
誤
嚥
性
肺
炎
は
完
全

に
駆
逐
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

絶
飲
食
に
し
て
い
る
か
ら
、
経

鼻
経
管
栄
養
に
し
て
い
る
か

ら
、
摂
食
・
嚥
下
に
伴
う
諸
問

題
が
軽
減
で
き
る
と
考
え
る
の

は
大
き
な
間
違
い
で
あ
る
と
の

認
識
が
必
要
で
あ
る
。
急
性
期

に
お
い
て
、
人
と
し
て
の
尊
厳

を
守
る
行
為
は
、
ま
さ
に
「
口

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
栗

原
正
紀
近
森
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
病
院
院
長
命
名
）」
に
象

徴
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
つ
ま
り
、
①
口
腔
ケ

ア
の
徹
底
②
栄
養
管
理
（
Ｎ
Ｓ

Ｔ
）
③
廃
用
症
候
群
の
予
防

（
座
位
で
食
べ
る
方
向
へ
）
④

徹
底
し
た
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ

⑤
救
急
か
ら
在
宅
ま
で
継
続
し

た
支
援
、
と
、
そ
の
す
べ
て
が

集
約
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。「

口
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
具
体
的
対
策
は
、
Ｐ
Ｔ
、

毎
食
前
後
の
口
腔
ケ
ア
（
清
拭

で
は
不
足
）、
口
腔
内
乾
燥
の

予
防
、
排
痰
・
呼
吸
訓
練
、
摂

食
・
嚥
下
訓
練
、
嚥
下
食
の
提

供
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

【
お
わ
り
に
】

高
齢
者
医
療
は
疾
病
だ
け
で

は
な
く
、
生
活
に
向
か
っ
た
治

療
で
な
け
れ
ば
在
宅
復
帰
は
困

難
を
極
め
る
。
短
期
間
で
質
の

高
い
診
断
・
治
療
、
超
早
期
か

ら
の
切
れ
目
な
く
継
続
的
な
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
P
E
M

状
態
の
予
防
・
改
善
の
い
わ
ば

三
点
セ
ッ
ト
の
存
在
が
本
当
の

意
味
で
「
効
率
的
」
な
の
で
あ

る
。

予
後
不
良
状
態
と
な
っ
て
し
ま

う
。
し
た
が
っ
て
、
低
栄
養
・

脱
水
を
食
い
止
め
、
誤
嚥
の
危

険
を
回
避
し
（
絶
飲
食
で
も
誤

嚥
は
起
こ
る
！
）、
食
べ
る
楽

し
み
は
確
保
し
た
い
、
こ
れ
が

急
性
期
の
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
目
的
で
あ
る
。

当
院
の
流
れ
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
主
治
医
か
ら
入
院
日
ま

た
は
翌
日
ま
で
に
オ
ー
ダ
ー
が

言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ
）
に
入
る

（
疑
わ
し
き
は
出
す
が
原
則
）。

そ
し
て
、
理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）

に
よ
る
活
動
度
ア
ッ
プ
と
連
動

し
て
、
経
口
摂
取
や
内
服
の
可

能
性
を
評
価
す
る
。
経
口
可
で

あ
れ
ば
リ
ー
ダ
ー
ナ
ー
ス

&
/
o
r

主
治
医
と
協
議
の
上
、

形
態
、
量
、
介
助
法
を
そ
の
場

で
決
定
し
、
で
き
る
限
り
早
く

食
事
「
嚥
下
食
」
を
出
す
。
軽

症
例
で
な
い
限
り
数
日
内
に
嚥

下
造
影
で
精
査
を
行
う
。後
は
、

Ｓ
Ｔ
の
摂
食
訓
練
や
ナ
ー
ス
の

食
事
観
察
等
を
通
じ
て
段
階
的

に
グ
レ
ー
ド
を
ア
ッ
プ
さ
せ

る
。
た
と
え
、
初
め
に
経
口
不

可
と
評
価
し
て
も
す
ぐ
に
は
あ

き
ら
め
ず
、
当
面
は
経
鼻
経
管

栄
養
を
採
用
す
る
が
嚥
下
造
影

実
施
の
チ
ャ
ン
ス
を
今
か
今
か

と
待
つ
。
胃
瘻
は
嚥
下
造
影
検

査
を
せ
ず
し
て
造
設
は
し
な

い
。

【
脳
卒
中
と
嚥
下
障
害
】

と
こ
ろ
で
、
脳
卒
中
に
お
い

て
は
、
入
院
時
に
お
い
て
半
数

以
上
に
嚥
下
障
害
が
あ
る
と
さ

れ
る
（
意
識
障
害
を
除
く
）
。

従
っ
て
、
急
性
期
で
は
、
常
に
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（
八
面
の
続
き
）

（
十
面
に
続
く
）

160人の参加者が熱心に耳を傾けた

主催者を代表してシンポジウムの
意義について述べる喜多徹副会長

嚥
下
障
害
が
あ
る
こ
と
を
疑
っ

て
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
六
カ
月
た
っ
て
で
も
嚥
下

障
害
が
残
存
す
る
の
は
そ
の
う

ち
の
約
一
割
に
過
ぎ
な
い
の

で
、
嚥
下
食
を
う
ま
く
活
用
し

て
段
階
的
に
摂
食
を
進
め
れ
ば

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低
下
を
最
小
限
に
抑

え
、
良
好
な
経
過
を
た
ど
る
は

ず
で
あ
る
。

一
方
、脳
卒
中
患
者
の
う
ち
、

半
数
近
く
は
意
識
障
害
を
有

し
、
そ
の
大
半
は
結
果
と
し
て

摂
食
・
嚥
下
障
害
で
あ
る
。
廃

用
を
考
え
た
場
合
、
こ
の
群
に

対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
よ
り
重

要
と
な
る
。

意
識
障
害
が
あ
る
た
め
に
絶

食
や
持
続
的
経
鼻
経
管
栄
養
を

続
け
た
結
果
、
回
復
期
や
維
持

期
ま
で
嚥
下
障
害
が
続
く
、
い

わ
ば
作
ら
れ
た
嚥
下
障
害
の
存

在
を
少
な
か
ら
ず
経
験
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
急
性
期
病
棟
＝

一
般
病
棟
に
お
け
る
早
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
だ
ま
だ

機
能
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

【
口
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
】

急
性
期
に
お
け
る
早
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
リ
ス
ク

管
理
（
病
態
把
握
）
と
並
行
し

て
、
廃
用
症
候
群
の
予
防
、
生

活
の
活
発
化
、
合
併
症
の
予
防

管
理
栄
養
士
の
立
場
か
ら
、

今
回
は
じ
め
て
「
在
宅
訪
問
栄

養
食
事
指
導
の
実
際
」
に
つ
い

て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

発
表
は
、
私
が
行
っ
て
い
る
在

宅
訪
問
の
日
常
の
業
務
を
そ
の

ま
ま
、ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

道
を
同
じ
く
す
る
栄
養
士
へ

の
啓
発
と
、
他
職
種
の
方
の
理

解
が
少
し
で
も
得
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
幸
い
だ
と
思
う
。

以
下
、
発
表
の
要
点
を
ま
と

め
、
報
告
と
し
た
い
。

（
一
）
無
床
診
療
所
に
於
け

る
訪
問
栄
養
指
導
を
開
始
し

て
、
一
年
間
の
訪
問
患
者
数
十

一
件
。
業
務
内
容
は
、
食
事
調

査
･
身
体
計
測
･
必
要
栄
養
量

の
算
出
･
栄
養
管
理
･
調
理
指

導
な
ど
で
あ
る
。

（
二
）
訪
問
の
症
例
紹
介
を

行
い
、
患
者
の
経
口
摂
取
量
や

栄
養
状
態
･
充
足
率
･
全
身
状

態
が
ど
の
よ
う
に
改
善
し
た
か

を
、事
例
を
通
し
て
ま
と
め
た
。

（
三
）
実
際
に
訪
問
栄
養
指

導
を
行
な
う
際
の
、
事
前
準
備

（
患
者
の
情
報
収
集
･
主
治
医
、

訪
問
ナ
ー
ス
と
の
打
ち
合
わ

せ
･
患
者
家
族
へ
の
連
絡
･
訪

問
日
時
の
設
定
･
調
理
器
具
の

確
認
な
ど
）
と
、
用
意
す
る
持

ち
物
を
紹
介
。

（
四
）
栄
養
士
と
し
て
「
食

べ
る
た
め
の
工
夫
」
を
、
調
理

上
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

食
べ
物
の
ゲ
ル
化
（
ゼ
ラ
チ

ン
･
寒
天
･
卵
･
で
ん
粉
な

ど
）
や
、
セ
レ
ク
ト
メ
ニ
ュ
ー

の
提
示
･
食
事
環
境
･
雰
囲

気
･
料
理
の
盛
り
付
け
･
色

彩
･
食
器
や
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

の
色
･
照
明
･
会
話
な
ど
、
五

感
へ
の
刺
激
に
配
慮
を
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
ヘ
ル
パ
ー

へ
の
調
理
指
導
を
行
う
。

（
五
）
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
流
れ
と
今
後
の
課
題
。

〈
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
〉
食

事
調
査
・
身
体
計
測
・
栄
養
評

価
･
計
画
・
実
施
･
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
・
再
評
価

〈
今
後
の
課
題
〉
①
在
宅
患

者
訪
問
栄
養
食
事
指
導
の
普

及
・
強
化
②
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
の
連

携
と
シ
ス
テ
ム
化
③
リ
ス
ク
管

理
の
確
立

（
六
）
今
後
の
目
標

患
者
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー

メ
ー
ド
の
「
食
」
と
「
栄
養
」

の
提
供
が
で
き
る
。

あ
ら
ゆ
る
経
口
摂
取
レ
ベ
ル

に
対
応
が
で
き
る
。

「
食
」
と
「
栄
養
」
で
、〝
老

い
の
夜
道
〞
に
と
も
し
火
を
！

【
ま
と
め
】

人
は
、
食
べ
物
を
捕
食
し
、

咀
嚼
し
、
食
塊
を
形
成
し
て
ゴ

ッ
ク
ン
と
飲
み
込
む
一
連
の

「
食
べ
る
こ
と
」
の
行
為
で
、

ま
ず
生
命
維
持
の
た
め
の
「
栄

養
」
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
何
ら
か
の
原
因

に
よ
り
、
摂
食
嚥
下
の
機
能
が

障
害
さ
れ
た
と
き
、
十
分
な
食

事
を
摂
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
低
栄
養
状
態
を
招
き
、
ひ

い
て
は
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下
に
結

び
つ
く
こ
と
に
な
る
。
よ
く
、

高
齢
者
は
「
入
り
口
」
と
「
出

口
」が
問
題
だ
と
い
わ
れ
る
が
、

「
食
べ
る
」
こ
と
は
、
ま
さ
に

そ
の
「
入
り
口
」
に
あ
た
る
。

こ
の
大
き
な
問
題
を
解
決
す
る

に
は
、
一
つ
の
職
種
だ
け
の
か

か
わ
り
で
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
十
分
な
効
果
は
期
待
で
き

な
い
。

口
腔
か
ら
、
飲
み
込
み
に
至

る
ま
で
に
関
わ
る
、
各
専
門
職

が
一
人
の
患
者
に
対
し
互
い
に

情
報
を
共
有
し
、
一
体
と
な
っ

て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
、
訪
問
指
導
を
始
め
て

か
ら
ひ
し
ひ
し
と
、
実
感
し
て

い
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

ま
さ
に
、
そ
の
大
き
な
問
題
の

提
起
の
場
で
あ
り
、
模
索
の
場

で
あ
り
、
今
後
の
方
向
性
を
も

示
唆
す
る
場
で
あ
っ
た
と
思

う
。自

分
の
職
域
だ
け
に
留
ま
ら

ず
、
他
の
専
門
職
の
人
と
積
極

的
に
か
か
わ
り
、
洞
察
力
を
身

に
つ
け
て
、
そ
の
過
程
で
「
自

分
の
役
割
」
を
会
得
し
、
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
力
を
つ
け
て

い
く
早
道
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
介
し
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
た
い
と
思
う
。

報 告 ④

の立場から

報 告 ⑤

の立場から



つ
つ
、
経
口
摂
取
を
楽
し
ん
で

い
る
。
経
口
摂
取
を
す
す
め
る

努
力
は
大
事
だ
が
、
そ
れ
が
決

し
て
胃
瘻
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ

う
。

（
二
）
経
口
摂
取
可
能
と
な
っ

た
症
例
の
紹
介

症
例
は
九
十
五
歳
女
性
。
患

者
は
、
肺
に
腫
瘍
性
病
変
が
認

め
ら
れ
、
呼
吸
・
栄
養
状
態
と

も
に
不
良
。
体
重
二
十
九
キ
ロ

で
経
口
摂
取
は
お
ぼ
つ
か
ず
、

自
発
的
な
発
語
は
ほ
と
ん
ど
な

し
。
超
高
齢
か
つ
末
期
的
状
況

で
あ
り
、
病
院
の
主
治
医
は
、

胃
瘻
の
よ
う
な
強
制
栄
養
に
対

し
て
消
極
的
で
あ
っ
た
と
い

う
。
患
者
の
家
族
は
、
在
宅
医

療
を
希
望
し
て
お
り
、
後
に
担

当
に
な
る
同
病
院
の
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護
師
が
面

接
し
た
際
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
導
入
を
強

く
す
す
め
た
。
訪
問
看
護
師
の

熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
て
、
患
者
家

族
の
み
な
ら
ず
主
治
医
も
Ｐ
Ｅ

Ｇ
を
納
得
し
た
よ
う
な
導
入
だ

っ
た
と
い
う
。こ
の
時
点
で
は
、

患
者
家
族
は
Ｐ
Ｅ
Ｇ
に
懐
疑
的

で
あ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｐ

Ｅ
Ｇ
ド
ク
タ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
機
関
紙
「
Ｐ
Ｄ
Ｎ
通
信
」

な
ど
関
連
書
籍
に
接
す
る
に
つ

れ
、
Ｐ
Ｅ
Ｇ
栄
養
の
意
味
に
共

感
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ

た
。当

初
は
、
一
日
に
栄
養
剤
七

百
五
十
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
＋
ジ
ュ

ー
ス
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
＋
白

湯
三
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
、
経
口

か
ら
は
ゴ
ー
フ
ル
（
洋
菓
子
）

の
み
を
食
し
た
。
一
年
後
に
は

家
族
と
同
じ
食
卓
で
ア
ジ
の
塩

焼
き
を
一
口
。「
ま
だ
ま
だ
死

に
た
く
な
い
」
と
本
人
の
弁
。

一
年
半
後
に
は
車
椅
子
に
座
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
在

宅
酸
素
療
法
は
中
止
。
体
重
は

三
十
四
キ
ロ
と
五
キ
ロ
増
加
。

二
年
後
に
は
車
椅
子
で
京
都
旅

行
。
ト
イ
レ
に
自
分
で
行
く
よ

う
に
な
り
、
朝
起
き
る
と
ま
ず

ボ
ト
ル
を
指
差
し
て
「
エ
イ
ヨ

ー
！
」と
は
っ
き
り
し
た
声
で
、

Ｐ
Ｅ
Ｇ
栄
養
を
要
求
。
要
介
護

五
が
四
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
下
が
っ

た
。
二
年
半
後
、
念
願
の
東
京

旅
行
へ
。
口
か
ら
の
食
事
量
が

増
加
し
、
不
足
分
を
Ｐ
Ｅ
Ｇ
か

ら
注
入
。
体
重
三
十
六
キ
ロ
。

同
居
の
娘
さ
ん
い
わ
く
、

「
ゆ
っ
く
り
と
階
段
を
登
る
よ

う
に
こ
こ
ま
で
来
た
。
努
力
と

成
績
は
正
比
例
し
な
い
。
ま
る

で
受
験
勉
強
の
よ
う
で
す
ね
」

そ
し
て
、「
導
入
時
に
本
人
の

意
志
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
後
ろ
め
た
さ
が
な
い
と
言

え
ば
嘘
に
な
る
。し
か
し
今
は
、

本
人
自
身
が
Ｐ
Ｅ
Ｇ
栄
養
の
意

味
を
、
身
を
以
っ
て
分
か
っ
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
や
っ
て
良

か
っ
た
と
思
う
」。

（
三
）
ま
と
め
に
か
え
て

私
は
こ
の
患
者
さ
ん
の
良
く

な
っ
た
お
話
を
美
談
で
終
わ
ら

せ
る
つ
も
り
は
な
い
。
口
か
ら

食
べ
る
こ
と
が
突
破
口
に
な

り
、
ご
自
身
を
取
り
戻
し
、
社

会
復
帰
し
て
い
く
姿
に
は
目
を

見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
し

か
し
、
彼
女
は
今
で
も
栄
養
の

大
半
は
胃
瘻
に
依
存
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
障
害
を
持
っ
た

状
態
で
の
社
会
復
帰
で
あ
る
。

し
か
も
、
超
高
齢
者
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
努
力
を
「
無
意

味
で
あ
る
」
と
言
わ
ん
ば
か
り

の
考
え
方
が
、「
尊
厳
死
」
や

「
自
己
決
定
」
の
美
名
の
も
と

に
蔓
延
し
て
い
る
こ
と
に
、
私

は
危
機
感
を
お
ぼ
え
る
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
食
を

考
え
る
」
が
、
口
か
ら
十
分
に

食
事
を
摂
る
こ
と
の
で
き
な
い

「
弱
い
」
人
々
、
障
害
を
持
っ

た
人
々
の
「
人
権
を
守
る
」
と

い
う
視
点
に
立
脚
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し

た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な

会
に
多
く
の
医
師
・
歯
科
医
師

と
コ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
が
参
加
す

る
こ
と
の
大
い
な
る
意
義
を
感

じ
る
。
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ど
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さ
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だ
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●
　

●
　

●
　

●
　

●
　

● 

医師とコ・メディカルのための講演会 

食を考える パート2食を考える パート2食を考える パート2テーマ 

前回たいへんご好評をいただいた医師とコ・メディカルのためのシンポジウム「食を考える」。パート
２は、神奈川県厚木市を中心に管理栄養士による地域栄養支援事業を精力的に行っておられる江
頭文江先生をお呼びします。先生は、「食べる権利を守る」「いつまでもおいしく食べる」をモットーに、 
噛む・飲み込む機能の低下（摂食・嚥下障害）した方でも安心して楽しく食生活を送れるように、食べ
物や調理の工夫、姿勢の調整や食べ方の指導を行ったり、疾病に対応した食生活の支援を行って
います。きっと石川に新しい風を送り込んでくださることでしょう。すべての医療福祉関係の皆さまにご
参加をおすすめします。 

たくさんのご参加をお待ちします 

●演　題 ： 地域社会で口から食べるを支援する 
  ～食べるための工夫～ 

●講　師 ： 江頭  文江 氏 
  （地域栄養ケアPEACH厚木代表　管理栄養士） 

●と　き ： 2005年11月4日（金） 
  午後7時～9時（開場:午後6時半） 

●ところ ： 金沢都ホテル　7階「鳳凰の間」 
  （ＪＲ金沢駅正面　電話076－261－2121） 
  ※駐車場が狭いため、公共交通機関のご利用をおすすめします。 

●定　員 ： 200人（定員に達し次第、締め切らせていただきます） 
●資料代 ： 500円 

●主催／石川県保険医協会・石川県言語聴覚士会 
◇電話：076（222）5373　◇ＦＡＸ：076（231）5156　◇E-mail：iskw_sugino@doc-net.or.jp

●申込み ： 下記を明記して保険医協会までＦＡＸまたはE-mailで
  （医療機関・施設・勤務先名、申し込み代表者氏名、参加人数、電話番号、職種を記載してください） 
 

〔表1〕当院管理の在宅経腸栄養利用者46人の経口摂取状況 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （期間：1996年4月～2005年7月） 

１．在宅患者　経腸栄養ルート 

２．摂食・嚥下リハビリテーションを受けた人 6人（13％） 

３．経口摂取と併用　17人（37％） 

胃瘻（PEG） 45人 
食道瘻（PTEG） 1人 

完全に胃瘻を離脱 2人 
胃瘻と経口の併用 14人 
水分、内服薬のみ胃瘻を利用 1人 ｛ 

｛ 
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医療機関における 
個人情報保護法の対応を学ぶ 
医療機関における 
個人情報保護法の対応を学ぶ 

理事　平田　米里（野々市町・歯科） 
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文
芸
作
品
映
画
化
で
、
ベ

ス
ト
ワ
ン
と
い
え
ば
こ
れ
。

映
画
の
興
行
収
入
の
ベ
ス
ト

ワ
ン
も
、
か
な
り
の
期
間
第

一
位
を
維
持
し
て
い
た
。
日

本
初
公
開
が
一
九
五
二
年
。

そ
の
前
の
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
る
前
に
、
上
海
で
こ
れ
を

見
た
映
画
人
は
作
品
の
出
来

と
こ
の
よ
う
な
作
品
を
作
り

出
す
力
に
圧
倒
さ
れ
、
こ
ん

な
映
画
を
作
る
国
と
戦
争
を

し
て
も
勝
て
る
わ
け
が
な
い

と
思
っ
た
と
い
う
。
の
ど
か

で
美
し
い
ア
メ
リ
カ
南
部
の

風
景
と
と
も
に
マ
ッ
ク
ス
・

ス
タ
イ
ナ
ー
の
叙
情
溢
れ
る

音
楽
で
一
大
叙
事
詩
は
幕
を

開
け
る
。
そ
し
てG

O
N
E

W
IT
H
T
H
E
W
IN
D

の
タ

イ
ト
ル
の
文
字
が
風
に
な
び

く
よ
う
に
ス
ク
リ
ー
ン
の
右

か
ら
出
て
き
て
流
れ
て
い
く

の
を
目
に
す
る
た
び
に
、
感

動
の
あ
ま
り
涙
が
出
て
く
る

の
だ
。

こ
の
映
画
は
、
最
初
か
ら

一
貫
し
て
四
人
の
対
照
的
な

男
女
の
人
間
模
様
が
絡
み
合

う
。
わ
が
ま
ま
で
火
の
よ
う

な
情
熱
の
女
ス
カ
ー
レ
ッ
ト

と
、
マ
リ
ア
様
の
よ
う
に
慈

悲
深
い
女
メ
ラ
ニ
ー
。
高
貴

で
イ
ン
テ
リ
の
や
さ
男
ア
シ

ュ
レ
ー
と
、
常
識
に
と
ら
わ

れ
な
い
た
く
ま
し
い
男
の
中

の
男
レ
ッ
ト
。
こ
れ
ら
の
男

女
の
生
き
ざ
ま
を
軸
に
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
史
上
最
大
の

騒
乱
で
あ
る
南
北
戦
争
を
経

験
し
た
南
部
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州

の
人
々
の
生
活
の
移
り
変
わ

り
を
描
い
て
い
る
。
マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
原
作

（
映
画
ば
か
り
見
て
読
ん
だ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！
）
の

波
乱
万
丈
の
ス
ト
ー
リ
ー
展

開
。
ア
メ
リ
カ
の
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
さ
、
力
強
さ
が
い
か
ん

な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
感
心
す
る
の
は
画
面
一
つ

ひ
と
つ
が
非
常
に
き
れ
い
な

こ
と
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
が
絵
に

な
る
よ
う
な
感
じ
で
、
こ
こ

ま
で
よ
く
作
っ
た
な
と
思

う
。劇

中
三
回
の
結
婚
を
し
、

最
後
レ
ッ
ト
に
捨
て
ら
れ
て

も
「
明
日
に
は
明
日
の
風
が

吹
く
わ
」
と
名
せ
り
ふ
を
吐

く
恐
ろ
し
い
ま
で
に
た
く
ま

し
い
役
ど
こ
ろ
の
ス
カ
ー
レ

ッ
ト
・
オ
ハ
ラ
に
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
名
優
ロ
ー
レ
ン
ス
・

オ
リ
ビ
エ
が
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で

「
嵐
が
丘
」
に
出
演
す
る
の

を
家
庭
を
捨
て
て
追
い
か
け

て
来
て
い
た
ビ
ビ
ア
ン
・
リ

ー
が
こ
の
映
画
の
製
作
者
デ

ビ
ッ
ド
・
O
・
セ
ル
ズ
ニ
ッ

ク
に
み
そ
め
ら
れ
て
ヒ
ロ
イ

ン
を
演
じ
た
。
そ
し
て
オ
リ

ビ
エ
夫
人
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
か
ら
、
ま
さ
に
炎
の

女
な
の
で
あ
る
。
レ
ッ
ト
・

バ
ト
ラ
ー
を
演
じ
た
Ｍ
Ｇ
Ｍ

の
キ
ン
グ
で
あ
る
ク
ラ
ー

ク
・
ゲ
ー
ブ
ル
も
役
作
り
に

は
苦
心
し
た
が
、
原
作
者
ミ

ッ
チ
ェ
ル
女
史
は
ゲ
ー
ブ
ル

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
レ
ッ

ト
・
バ
ト
ラ
ー
を
創
作
し
た

と
の
こ
と
で
、
地
で
演
じ
ら

れ
た
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
ア

カ
デ
ミ
ー
主
演
男
優
賞
候
補

に
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
で
も
一
九
三
九
年
ア
カ

デ
ミ
ー
作
品
賞
、
監
督
賞
、

主
演
女
優
賞
な
ど
十
一
部
門

で
受
賞
し
た
古
き
よ
き
ア
メ

リ
カ
映
画
の
代
表
作
で
あ

る
。

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

き つ ぶ や 
その⑦ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 
風
と
共
に
去
り
ぬ 

【
監
督
】
ビ
ク
タ
ー
・
フ
レ
ミ
ン
グ 

【
出
演
】
ク
ラ
ー
ク
・
ゲ
ー
ブ
ル
／
ビ
ビ
ア
ン
・
リ
ー 

　
　
　
オ
リ
ビ
ア
・
デ
・
ハ
ビ
ラ
ン
ド 

六
月
二
十
日
、
金
沢
都
ホ
テ

ル
で
「
医
療
機
関
に
お
け
る
個

人
情
報
保
護
法
の
対
応
」
と
題

し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
、
本
協
会
の
工
藤
浩
司

事
務
局
員
。

こ
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
背

景
に
は
、
Ｉ
Ｔ
化
社
会
に
伴
っ

て
個
人
情
報
の
大
量
漏
洩
が
頻

発
し
悪
用
さ
れ
た
た
め
の
対
策

と
し
て
の
性
格
が
あ
る
こ
と
。

次
に
は
、
最
近
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
対
す
る
権
利
概
念
の
変
容

が
あ
る
と
の
前
置
き
か
ら
始
ま

っ
た
。

Ｉ
Ｔ
活
用
会
社
ば
か
り
で
な

く
、
医
療
機
関
に
お
い
て
も
、

患
者
さ
ん
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
も
、

定
義
を
定
め
、
そ
の
取
得
、
取

り
扱
い
、
安

全
管
理
に
充

分
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と

が
明
文
化
さ

れ
、
医
療
従

事
者
に
厳
格

な
遵
守
を
求

め
た
り
、
努

力
義
務
を
課

し
た
り
し
た

こ
と
が
特
徴

で
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
っ

た
。わ

れ
わ
れ

が
、
厚
生
労

働
省
よ
り
公

表
さ
れ
た

『
医
療
・
介

護
関
係
事
業

者
に
お
け
る

適
切
な
取
り

扱
い
の
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
』
を
読

む
よ
り
、
工
藤
事
務
局
員
の
解

説
を
聞
く
ほ
う
が
は
る
か
に
理

解
で
き
る
と
思
い
企
画
し
た

が
、
ま
さ
に
図
星
で
あ
っ
た
。

ま
ず
基
本
的
用
語
の
解
説
で

は
、
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き

る
『
個
人
情
報
』、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
さ
れ
た
『
個
人
デ
ー

タ
』、
そ
れ
に
『
保
有
個
人
デ

ー
タ
』（
医
療
機
関
で
は
カ
ル

テ
）
の
区
分
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
対
応
し
て
事
業
者
の
義
務

が
定
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
分
か

り
や
す
く
言
え
ば
、
尿
、
尿
検

査
の
結
果
、
カ
ル
テ
に
記
載
さ

れ
た
内
容
に
つ
い
て
事
細
か
に

明
文
化
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
ら
し
い
。

医
療
機
関
で
は
、
姓
名
や
年

齢
か
ら
始
ま
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

個
人
情
報
を
入
手
す
る
必
要
が

あ
り
、
患
者
さ
ん
は
そ
の
こ
と

に
特
別
違
和
感
を
持
つ
こ
と
は

な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

法
律
の
第
三
条
の
理
念
の
も
と

に
、
医
療
機
関
は
取
り
扱
い
に

対
す
る
『
宣
言
を
し
』、
取
り

扱
い
に
関
す
る
『
規
則
を
作

り
』、
そ
の
内
容
を
公
表
『
院

内
掲
示
』
す
る
必
要
が
あ
る
。

利
用
目
的
を
院
内
掲
示
す
れ

ば
、
初
診
時
以
外
は
各
個
人
個

人
に
診
察
の
た
び
に
同
意
を
求

め
る
必
要
は
な
い
。
五
千
人
分

の
デ
ー
タ
保
有
と
い
う
数
字
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
目

的
に
は
制
限
は
あ
る
し
、
正
確

な
取
得
と
安
全
な
保
管
は
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
院
長
ば
か

り
で
な
く
、
従
業
員
や
外
注
施

設
に
つ
い
て
も
適
切
な
管
理
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

保
有
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
き
ち
ん
と
保
管
し
、
本
人
の

求
め
が
あ
れ
ば
開
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
般
の
契
約
と
の
違
い
は
、

『
治
療
と
は
』
疾
病
を
治
す
こ

と
で
は
な
く
、
正
し
い
治
療
を

施
し
て
治
そ
う
と
す
る
義
務
が

あ
る
の
み
・
・
・
だ
か
ら
こ

そ
、
カ
ル
テ
の
正
し
い
記
載
は

必
須
で
あ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
締
め

た
。最

後
の
三
十
分
は
、
具
体
的

な
質
問
が
飛
び
交
っ
た
。
個
人

情
報
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の
混

乱
は
あ
っ
た
が
、
あ
く
ま
で
患

者
さ
ん
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
個
人
か
ら

の
希
望
が
あ
れ
ば
適
切
な
対
処

を
す
る
よ
う
な
態
勢
を
整
え
る

努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
落
ち
着
い
た
よ
う
だ
。

『万一の場合の 
  保険医のための 
  福祉共済ガイド』 

保険医年金加入申し込み受付中 
（10月25日まで） 

このたび、保険医協会が普及しております
３本柱の共済制度の利用方法やそのポイン
トをまとめた『万一の場合の保険医のため
の福祉共済ガイド』を発行いたしました。
ご一読いただき、万一の場合への備えにお
役立ていただければ幸いです。 

保険医年金、グループ保険、休業保障制度 
第2休業保障制度 

 付録 
 緊急時マニュアル 

※保険医年金に関
するお問い合わせ
は、今回同封の加
入連絡ハガキ・お
電話・FAXで協会
事務局まで 

掲載内容 

発 行 !

TEL:222-5373　FAX:231-5156
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９月30日にグループ保険加入会員に送金
します。なお、この還元金は年間保険料の
割戻しのため、非課税扱いになります。 
保険医協会のグループ保険には会員本人
は 4千万円、配偶者は 1千万円、お子様は
4百万円まで加入できますので、ぜひ、満
額加入をお勧めします。 
加入状況をお知りになりたい方や、保険
金の増額をご希望される方は、保険医協会
まで遠慮なくご連絡ください。 

2004年度グループ保険の 
還元金は、33％に決定 

グループ保険還元金 
9月30日（金）に 
送金します 

グループ保険還元金 
9月30日（金）に 
送金します 

お問い合わせは協会事務局まで 
 1076‐222‐5373

工
藤
事
務
局
員
か
ら
、
個
人
情
報
保
護
法
に
つ
い

て
詳
し
い
解
説
が
行
わ
れ
た

（
六
月
二
十
日
・
金
沢
都
ホ
テ
ル
）
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反
ト
ラ
ス
ト
法
と 

ア
メ
リ
カ
医
療
（
そ
の
１
） 

反
ト
ラ
ス
ト
法
と 

ア
メ
リ
カ
医
療
（
そ
の
１
） 

金
沢
大
学
法
学
部
助
教
授
　
石
田
　
道
彦 

（6回シリーズ） （6回シリーズ） 4

今
回
と
次
回
は
、
医
療
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
反
ト
ラ
ス
ト
法

の
適
用
と
い
う
視
点
か
ら
ア
メ

リ
カ
の
医
療
を
紹
介
し
て
み
た

い
。反

ト
ラ
ス
ト
法
と
は
日
本
の

独
占
禁
止
法
に
あ
た
る
法
律
で

あ
り
、
シ
ャ
ー
マ
ン
法
、
ク
レ

イ
ト
ン
法
、
連
邦
取
引
委
員
会

法
と
い
う
三
つ
の
法
律
か
ら
な

っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
シ
ャ

ー
マ
ン
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は

一
八
九
〇
年
で
あ
る
が
、
反
ト

ラ
ス
ト
法
が
医
療
サ
ー
ビ
ス
分

野
で
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で

あ
り
、
一
九
七
五
年
に
連
邦
最

高
裁
が
出
し
た
ゴ
ー
ル
ド
フ
ァ

ー
ブ
事
件
判
決
が
そ
の
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
前
に
は
、
裁
判
所
は

反
ト
ラ
ス
ト
法
を
医
師
や
医
療

機
関
に
適
用
す
る
こ
と
に
非
常

に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に

は
お
も
に
二
つ
の
理
由
が
あ
っ

た
。第

一
に
、
反
ト
ラ
ス
ト
法
は

企
業
に
よ
る
価
格
カ
ル
テ
ル
や

独
占
行
為
を
規
制
す
る
た
め
の

法
律
で
あ
り
、
医
師
や
弁
護
士

な
ど
専
門
職
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

の
世
界
に
競
争
原
理
を
持
ち
込

む
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
い
う

考
え
方
が
裁
判
官
の
間
で
支
配

的
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一

九
五
二
年
の
オ
レ
ゴ
ン
州
医
師

会
事
件
判
決
に
お
け
る
ジ
ャ
ク

ソ
ン
最
高
裁
判
事
の
見
解
が
象

徴
的
で
あ
る
。
彼
は
、
競
争
原

理
の
導
入
が
医
師
の
職
業
倫
理

を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と

の
懸
念
を
表
明
し
た
。

第
二
は
、
法
技
術
的
な
問
題

で
あ
る
。
連
邦
法
で
あ
る
反
ト

ラ
ス
ト
法
は
、
複
数
の
州
を
ま

た
い
で
行
わ
れ
る
取
引
（
州
際

通
商
）
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
多
く
の

裁
判
に
お
い
て
、
医
療
は
地
域

性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
た

め
に
州
際
通
商
に
は
該
当
し
な

い
（
し
た
が
っ
て
反
ト
ラ
ス
ト

法
は
適
用
で
き
な
い
）
と
判
断

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
ア
メ
リ
カ
医
療
が
、

ジ
ャ
ク
ソ
ン
判
事
が
期
待
し
た

よ
う
に
、
医
師
の
職
業
倫
理
が

十
分
に
機
能
し
た
世
界
で
あ
っ

た
か
と
い
う
と
、
そ
う
と
は
い

え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
地
域
の

医
師
会
は
広
告
や
料
金
の
値
引

き
に
よ
る
競
争
を
制
限
す
る
た

め
に
、
医
師
会
の
内
規
で
こ
う

し
た
活
動
を
禁
止
し
た
。ま
た
、

既
存
の
医
療
と
代
替
的
な
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
医
療
従

事
者
（
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ク

医
な
ど
）
の
活
動
に
対
し
て
も

制
限
を
加
え
た
。

一
九
四
〇
年
ご
ろ
か
ら
ア
メ

リ
カ
で
は
、
伝
統
的
な
出
来
高

払
い
の
医
療
保
険
と
は
異
な
る

新
し
い
タ
イ
プ
の
民
間
医
療
保

険
（
現
在
の
Ｈ
Ｍ
Ｏ
の
は
し
り

と
考
え
ら
れ
る
）
が
生
ま
れ
て

い
た
。
こ
の
種
の
保
険
は
、
安

い
保
険
料
を
実
現
す
る
た
め

に
、
診
療
報
酬
の
審
査
や
医
療

機
関
と
の
価
格
交
渉
、
自
前
で

医
師
を
雇
用
す
る
な
ど
、
従
来

に
な
い
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て

い
た
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
医

師
の
側
か
ら
は
診
療
の
自
由
を

脅
か
す
も
の
と
受
け
止
め
ら

れ
、
地
域
の
医
師
会
は
既
存
の

保
険
会
社
と
共
謀
し
て
こ
う
し

た
保
険
事
業
を
妨
害
し
た
。

一
九
七
五
年
の
ゴ
ー
ル
ド
フ

ァ
ー
ブ
事
件
判
決
は
、
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
ア
州
弁
護
士
会
が
定
め
た

最
低
報
酬
規
程
が
反
ト
ラ
ス
ト

法
違
反
と
さ
れ
た
事
件
で
あ

る
。
連
邦
最
高
裁
は
、
顧
客
か

ら
徴
収
で
き
る
最
低
報
酬
料
金

を
定
め
た
弁
護
士
会
の
規
程
が

価
格
カ
ル
テ
ル
に
あ
た
る
と
判

反
ト
ラ
ス
ト
法
に
よ
る

ア
メ
リ
カ
医
療
の
変
化

一
九
七
五
年
ま
で
の
状
況

断
し
た
。
医
師
と
同
じ
く
高
度

の
専
門
職
と
し
て
反
ト
ラ
ス
ト

法
の
適
用
に
な
じ
ま
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
た
弁
護
士
に
対
し

て
反
ト
ラ
ス
ト
法
が
適
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
動
き

は
た
だ
ち
に
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

世
界
に
も
波
及
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
一
九
七
五
年
を
境
に
医

師
会
や
医
療
機
関
に
対
す
る
反

ト
ラ
ス
ト
訴
訟
は
急
増
す
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
時
期
に
反
ト
ラ
ス
ト
法

の
適
用
に
大
き
な
転
換
が
生
じ

た
要
因
と
し
て
、
①
こ
の
時
期

ま
で
に
ア
メ
リ
カ
で
は
、
民
間

医
療
保
険
の
普
及
な
ど
に
よ
り

医
療
産
業
が
か
な
り
成
長
し
て

お
り
、
医
療
に
も
一
般
の
経
済

活
動
と
変
わ
ら
な
い
側
面
の
あ

る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
②
医
師
や
弁
護
士

な
ど
の
活
動
に
対
す
る
信
頼
が

弱
ま
り
、
こ
う
し
た
専
門
職
の

活
動
に
疑
念
を
も
つ
風
潮
が
強

く
な
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

こ
う
し
て
医
師
会
な
ど
に
よ

る
競
争
制
限
的
な
活
動
に
対
し

て
反
ト
ラ
ス
ト
訴
訟
が
提
起
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
Ｈ
Ｍ
Ｏ

な
ど
の
発
展
を
妨
げ
て
い
た
取

引
制
限
は
差
し
控
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
一

九
八
〇
年
代
に
入
る
と
、
ア
メ

リ
カ
で
は
マ
ネ
ジ
ド
ケ
ア
に
代

表
さ
れ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
医

療
保
険
が
急
速
に
拡
大
し
て
い

く
こ
と
と
な
っ
た
。

『
人
権
と
医
療

人
権
と
医
療
』 

『
人
権
と
医
療
』

社
会
保
障
セ
ミ
ナ
ー  

報 

告 

集 

●
会
員
の
先
生
に
は
十
月
中
旬
ご
ろ
に
お
届
け
し
ま
す
。 

た
だ
今
、
製
作
中 
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栄養業務の変遷をみながら、34年間、栄養士として病院に勤務しまし

た。

振り返ってみますと、直接的栄養指導よりも、間接的栄養指導である

給食管理に多くの時間費やしていました。

21世紀に入り、病院での栄養管理に関してはNST（栄養サポートチー

ム）の立ち上げ、高齢者の低栄養問題、給食業務委託、諸業務の電算化

等の問題が山積み状態でした。

そんな中で、心ならずも、患者さん一人ひとりに向き合う時間はあま

りとれないのが実情でした。

一昨年、家庭の事情もあり、病院を退職しました。栄養士協会の紹介

もあって、もみの木醫院（以下当院）で働かせてもらうことになりまし

た。半日週５日勤務です。

今は、患者さんへの栄養指導の形も変わりました。従来、管理栄養士

による栄養指導は、医師からの栄養指導依頼箋、カルテから情報を得て、

栄養指導室で行っていました。従って栄養指導依頼に至るまでの医師と

患者さんの細かいやりとりは分かりません。

当院では、問診から診察の状況、検査結果、家庭環境等、いろいろな

情報がその場で得られ、次の診察日までに患者さんに何ができるか、何

を変えることができるかを診察室で医師とともに検討しています。そし

て、行動変容後、臨床検査値、体重計を見ながら、一喜一憂を患者さん

と共に感じています。患者さんとの共同作業が実を結んでいるのでしょ

うか、継続率はとても良好です。一例をあげるとTさん（56歳、男性、40

歳より糖尿病加療中）は受診前、摂取した献立を醫院で作成したExcelの

表に単位制で記入し、自動計算してからメールで送信してきます。それ

を予め点検しておき、受診された時、診察室でパソコンの画面を見なが

ら、面談・問題点をコメントします。その後、同じ内容を協力者である

奥様にも見てもらえるようにメール送信します。Tさんは月２回受診し、

このパターンでの糖尿病自己管理が2年間以上続いています。HbA1cは

7.2％前後、近い将来６％台の持続を目指しています。

糖尿病、高血圧などの慢性疾患の栄養指導は患者さんに摂取した食事

を記録していただき、それをもとにして、食事内容の改善を検討してい

ます。そのほか、かぜをひいた時、下痢をした時、単身赴任の方の食事

など栄養指導料が算定できない病気・症状に対しても対応しており、当

院ならではの指導内容と自負しています。“もみの木醫院”の「醫」をあ

えて難しい字を使ったのは、「醫」には「癒し」の意味があるからとのこ

と。私も栄養指導というより、その人に合った、栄養、休養、運動を患

者さん、ほかスタッフとともに考える癒しの場に参加できればと思って

います。

傷病の重症化予防という面では、診療所ならではという部分のあるこ

とが分かりました。

昨今、病院が診療所に縮小され、栄養士が職を失うケースもあると聞

きます。しかし診療所は診療所で病院とは違った形の管理栄養士として

働くことができれば、健康・医療にまだまだ貢献できるのではないでし

ょうか。

本シリーズ1回目投稿の「管　理栄子さん」こと手塚さんも医院で頑張

っています。一人でも多くの方に診療所での管理栄養士の必要性を理解

していただけるよう、意見交換、研鑚しながら、私もその必要性をアピ

ールしていきたいと思っています。

最後に、石川県栄養士会では全国でもいち早くケア・ステーションを

立ち上げ、ケア・アドバイザーが栄養相談にあたっていることをこの場

を借りて紹介します。どうぞ、出前講座、電話相談などに“管理栄養士”

をご用命ください。

管理栄養士 
The・ 
管理栄養士 
The・ 
管理栄養士 
The・ （7回シリーズ） 

その⑦ 醫院での管理栄養士 
北山　房代（もみの木醫院） 

（最終回） 
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１．はじめに
介護保険「改正」法が成立し、

10月から施設における居住費・食

事サービス費、通所サービスにお

ける食事サービス費を介護保険給

付から外すことが実施されます。

そのために介護保険自己負担が大

幅に増え、住民が介護サービスを

中止したり減らしたり、安心して

暮らし続けることの困難が増大す

ることが懸念されます。こうした

中で介護保険「改正」法実施の被

害を少なくするために、８月下旬に県内自治体に「要望と提言」を届け、負担増軽減策

の創設を求める自治体キャラバンを実施してきたので報告します。

２．自治体の対応の特徴と変化

（１）介護保険改正法10月実施事項をどのように考えるか。
○多くの自治体は、介護保険「改正」10月実施事項に伴う新たな負担増については

「住民・利用者にとって大変な困難をもたらすものである」という私たちの提案に

賛同されました。

○介護保険「改正」10月実施事項の影響は、施設入所者はもとより在宅のショート、

通所系サービスを利用している人に大きな影響をもたらすこと、その影響の範囲は

実に介護サービスを利用している人の約６割にもなるということが明らかになりま

した。

○施設の個室の居住費については、地域社会の実態と乖離しており、門前町などから

「６万円出せば一軒家を借りておつりがくる」という意見が出されました。

○10月の介護保険負担増は、利用者の年金受給額を超えるか、ほとんど年金が残らな

い場合が多いという人権侵害となるような負担であることが明らかになりました。

○特別養護老人ホームに入れなくて、老人保健施設、介護療養型施設で待機入所して

いる人たちの負担が大きいこと、入所者の平均年齢が上がっており、その家族は定

年退職された年金受給者になっている状況（つまり年金受給者が年金受給者を支え

る構造）が明らかになりました。

（２）制度の周知については自治体の責任で行うこと
○制度「改正」の周知は、すべての認定者、被保険者を対象にすることが必要である

ということを確認できるようになりました。そしてきめ細かな対応がなされるよう

になりました。

（３）実効ある利用料軽減措置を
○特別養護老人ホーム入所者には社会福祉法人の減免制度があり、老人保健施設や介

護療養型医療施設には減免制度がないということの認識を共有することができまし

た。

○老人保健施設、介護療養型施設入所者で年金150万円以内の人たちのために、「自治

体独自の減免制度の創設を」という要望には、川北町、津幡町などのいくつかの自

治体で「良いヒントをいただきました」と支持されました。

○介護保険「改正」法の負担軽減の仕組みは、厚労省の宣伝とは裏腹に、その仕組み

を利用できる人が少ないこと、負担軽減策の内容も新第三段階の多床室で現行より

月１万５千円増えるというように、不十分な内容であることが明らかになりました。

○具体的に、介護保険負担増への対応のために、制度創設、制度拡充すると言明した

自治体は内灘町（利用料減免制度で現行10％を50％にする）だけでしたが、その必

要性についての認識は広がったと思われます。

３．今後、必要なこと
憲法の人権規定に違反する「居住費、食事サービス費の介護保険外化と負担増」の

影響は想像を絶するものがあると懸念されます。従って、重要なのは「どうしたらよ

いのだ」という声をあげやすくすることと、そうした声を早くキャッチすること、そ

してその声を集めて、社会的に解決を図っていく取り組み・運動が今後一層重要にな

っています。

介護保険10月改悪で
県下自治体に緊急要請
～自治体の負担増軽減制度創設を求めるキャラバン報告～

石川県社会保障推進協議会事務局長 寺越　博之

輪島市福祉環境部の方々との懇談の様子
（左から２人目が筆者の寺越博之さん）

初のフィクションで笑いに
挑戦!? 
病院とその周辺を舞台に
知事、医学部教授、お役人、
看護学生、デザイナーが
繰り広げる医療の珍世界。 
思わずニヤリ !

叢文社 
定価 ： 本体1,300円＋税 

脱腸外科医 
シリーズ 
10冊目!

新刊案内 新刊案内 

●お近くの書店でお求めください。 

国際高齢者年・石川NGOシンポジウム 

グループホームの挑戦 
─かけがえのない役割をになって─ 

今年２月に起きた「グループホームたかまつ事件」は、多くの

グループホーム利用者・家族・地域住民に大きな関心を呼んでい

ます。この事件の背景から何を学び、どう生かすのかが問われて

います。認知症の高齢者が住み慣れた地域で暮らしていくため重

要な役割をになっているグループホーム本来の在り方と、その支

援策について話し合うため、下記の要領でシンポジウムを開きます。

多くの市民、関係者の皆さんのご参加を呼びかけます。 

と　き ２００５年 １０月１日（土）／１４：００～１６：３０ 
ところ 金沢市松ヶ枝福祉館 ４階集会室 

（金沢市高岡町 ７－２５　Tel ０７６－２３１－３１１０） 

特　別 
報　告 

シンポ 
ジウム 

司会者 

「グループホームたかまつ事件をどうみるか」 
金沢大学法学部教授　井上　英夫 氏 

介護保険オンブズパーソン代表　澤　信俊 氏 

「認知症高齢者グループホームの現状と課題」 
グループホームこさか 所長　酒井　範子 氏 

「グループホーム第三者評価委員の立場から」 
呆け老人をかかえる石川家族の会　山本　雅子 氏 
「ケアハンドブック作成にかかわって」 

金沢市介護保険課課長補佐　坂井美津江 氏 

参加費／資料代  500円 

■主催／国際高齢者年・石川ＮＧＯ 
■事務局 
　石川県保険医協会  Tel ０７６－２２２－５３７３　Fax ０７６－２３１－５１５６ 
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ほんとうの自立とは 
講演会のご案内 

障害者自立支援法の行方と今後の福祉・医療について 

ほんとうの自立とは 
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と　き 10月10日（月・祝日）  14：00～17：00
ところ 金沢市保健所3階  駅西健康ホール「すこやか」 

講　師 

後　援 

呼びかけ 

日本精神衛生会会長 
き ょ う さ れ ん 顧 問 

藤井　克徳氏 

秋元波留夫氏 
日本障害者協会常務理事 
きょうされん常務理事 

ひろびろ作業所、ワークショップひなげし、工房シティ、 
医療・福祉問題研究会 
石川県保険医協会、石川県精神障害者家族会連合会、 
石川県精神福祉保健協会  ほか 

～夢のあるくらしをもとめて～ 

参加費／資料代  500円 



（15）2005年9月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第401号石 川 保 険 医 新 聞

慣
付
け
の
中
に
は
、
服
薬
や
金

銭
の
管
理
も
含
ま
れ
ま
す
。

現
在
の
施
設
利
用
者
は
、
二

十
歳
代
二
人
、三
十
歳
代
三
人
、

四
十
歳
代
四
人
、
五
十
歳
代
五

人
（
八
月
五
日
現
在
）
で
、
常

勤
職
員
は
六
人
で
す
。
利
用
者

の
日
課
は
、
朝
の
清
掃
か
ら
始

ま
り
ま
す
が
、
起
床
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
利
用
者
も
い
て
、

一
斉
に
な
る
の
が
大
変
で
す
。

し
か
し
、
馴
れ
る
に
従
っ
て
う

ま
く
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。日

中
の
活
動
は
、
隣
接
す
る

病
院
デ
イ
ケ
ア
の
利
用
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
見
合
っ
た
作
業
や
仲

間
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
つ
く

る
者
、
障
害
者
の
社
会
復
帰
に

熱
意
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
企
業

が
実
施
す
る
「
社
会
適
応
訓
練

事
業
」
と
し
て
、
当
該
企
業
等

に
勤
め
て
い
る
者
、
高
等
学
校

や
大
学
に
通
学
す
る
者
も
い
ま

す
。
施
設
で
の
一
番
大
切
な
こ

と
は
、
目
標
を
持
っ
て
生
活
す

る
こ
と
で
あ
り
、
利
用
者
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組
む

か
た
わ
ら
、
必
要
な
生
活
技
術

の
習
得
の
た
め
利
用
者
の
意
向

に
添
っ
た
色
々
な
行
事
や
サ
ー

ク
ル
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
春
先
か
ら
は
、
花
壇
の
植

栽
や
、
個
々
の
育
成
者
名
を
入

れ
た
プ
ラ
ン
タ
ー
で
、
ナ
ス
、

ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
果

菜
類
を
栽
培
し
、
畑
で
は
、
四

季
の
野
菜
を
育
て
、
自
然
に
親

し
み
、
毎
日
の
管
理
で
成
長
を

確
め
な
が
ら
収
穫
の
日
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
こ
と
や
、
体
力

づ
く
り
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教

室
、
パ
ソ
コ
ン
、
絵
手
紙
、
料

理
教
室
や
各
種
講
座
、
バ
ス
旅

行
な
ど
に
も
参
加
し
な
が
ら
、

仲
間
づ
く
り
や
協
調
性
を
培
う

機
会
を
つ
く
り
、
楽
し
み
な
が

ら
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
年
齢
や
趣
味
の
違
い
、
得

手
、
不
得
手
な
ど
に
よ
り
、
多

く
の
利
用
者
の
参
加
を
期
待
す

る
学
習
メ
ニ
ュ
ー
選
び
に
は
苦

労
し
ま
す
。

幅
広
い
個
性
に
合
わ
せ

幅
広
い
個
性
に
合
わ
せ
 

学
習
メ
ニ
ュ
ー
も
多
様
に

学
習
メ
ニ
ュ
ー
も
多
様
に
 

幅
広
い
個
性
に
合
わ
せ
 

学
習
メ
ニ
ュ
ー
も
多
様
に交通事故の無いことを願い自転車を点検する筆者

生
活
訓
練
施
設
（
援
護
寮
）

ま
つ
か
ぜ
ハ
イ
ツ
は
、
精
神
障

害
者
の
社
会
復
帰
訓
練
施
設
と

し
て
、
一
九
九
七
年
四
月
に
開

所
し
ま
し
た
。

精
神
障
害
者
の
多
く
は
、
二

十
歳
代
か
ら
三
十
歳
代
の
比
較

的
若
い
年
齢
に
発
病
し
、
統
合

失
調
性
（
精
神
分
裂
病
）
で
は

百
人
ぐ
ら
い
に
一
人
が
か
か
る

病
気
で
あ
り
、
精
神
疾
患
や
心

の
健
康
問
題
は
、
ま
れ
な
病
気

で
は
な
く
、
い
わ
ば
だ
れ
で
も

か
か
り
、
ま
た
、
直
面
し
得
る

身
近
な
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
発
病
に
よ
り

長
い
人
生
の
多
く
の
年
月
を
病

院
な
ど
の
医
療
機
関
で
過
ご

し
、
治
療
を
続
け
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
、
急
速
に
精
神
医
療
技
術

の
発
達
や
治
療
薬
の
開
発
が
進

み
、
早
期
の
診
断
、
早
期
の
治

療
な
ど
の
適
切
な
処
置
に
よ

り
、
社
会
復
帰
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
療
養
生
活
が
十
数
年

に
及
ぶ
人
も
あ
り
、
社
会
と
隔

た
り
の
あ
る
生
活
環
境
が
長
く

続
く
と
、
病
院
な
ど
を
退
院
さ

れ
て
も
、
家
庭
や
住
宅
の
事
情

に
よ
り
、
す
ぐ
に
住
む
場
所
の

確
保
が
難
し
か
っ
た
り
、
就
労

や
対
人
関
係
、
あ
る
い
は
、
独

り
生
活
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

そ
の
不
安
な
ど
、
急
激
な
生
活

の
変
化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
か
ら

病
気
再
発
の
可
能
性
が
大
変
高

く
な
り
ま
す
。

精
神
に
障
害
を
持
つ
方
た
ち

は
、
ス
ト
レ
ス
に
非
常
に
弱
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
病

院
な
ど
か
ら
退
院
し
、
自
立
し

て
社
会
生
活
に
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
で
き
る
よ
う
仲
立
ち
を
し
て

い
る
の
が
「
援
護
寮
」
で
す
。

い
わ
ば
、
自
立
の
た
め
の
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
の
ひ
と

つ
と
も
い
え
ま
す
。
入
所
期
間

は
原
則
二
年
、
こ
の
間
、
料
理
、

洗
濯
、
掃
除
、
対
人
関
係
な
ど
、

必
要
な
生
活
の
知
識
や
技
術
を

習
得
し
な
が
ら
、
自
立
の
道
を

歩
も
う
と
す
る
も
の
で
す
。
習

依
然
厳

依
然
厳
し
い
社
会
社
会
の
目
 

精
神
障
害

精
神
障
害
の
理
解
理
解
を
求
め
て
 

依
然
厳
し
い
社
会
の
目
 

精
神
障
害
の
理
解
を
求
め
て

● 連 絡 先 ●

自
立
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
で 

目
標
を
持
っ
た
生
活
づ
く
り
を 

〒929-1214 かほく市内高松ヤ36番地 
電話（076）281-3003

精神障害者生活訓練施設
「まつかぜハイツ」

その46

精
神
障
害
者
生
活
訓
練
施
設
「
ま
つ
か
ぜ
ハ
イ
ツ
」

ま
つ
か
ぜ
ハ
イ
ツ
施
設
長
　
三
國
　
勝
二
 近

年
、
食
事
に
関
し
て
は
、

外
食
産
業
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な

ど
の
発
達
も
あ
り
、
あ
ま
り
不

自
由
は
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
生
活
の
重
要
な
部

分
で
の
食
事
を
作
る
こ
と
は
奨

め
て
い
ま
す
。
自
立
を
促
す
た

め
に
は
、
病
状
の
一
部
で
あ
っ

た
り
も
す
る
「
引
き
込
も
り
」

を
無
く
す
る
必
要
が
あ
り
、
身

の
回
り
品
や
食
料
品
な
ど
を
買

い
出
し
に
出
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
自
分
自
身
で
用

件
を
こ
な
し
、
外
へ
出
て
交
流

す
る
こ
と
に
よ
り
対
人
関
係
を

深
め
る
第
一
歩
と
も
な
り
ま

す
。施

設
は
、
市
街
地
か
ら
少
し

離
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
自
転
車

を
利
用
し
、
雨
の
日
や
特
に
冬

季
は
、
職
員
が
自
動
車
で
同
行

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
利
用

者
の
皆
さ
ん
は
若
い
人
も
多

く
、
や
は
り
脳
裏
に
あ
る
の
は

退
寮
後
の
こ
と
で
す
。
な
か
で

も
就
労
に
つ
い
て
の
意
識
の
高

ま
り
は
、
ど
の
利
用
者
に
も
共

通
し
て
み
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

働
く
意
欲
は
あ
る
も
の
の
適
し

た
仕
事
は
簡
単
に
は
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。
社
会
資
源
と
し
て
の

就
労
施
設
や
民
間
企
業
に
お
願

い
し
て
の
工
場
見
学
を
行
っ

て
、
社
会
経
済
、
労
働
環
境
な

ど
の
状
況
を
体
得
し
て
も
ら
う

こ
と
も
重
要
な
こ
と
だ
と
い
え

ま
す
。

精
神
障
害
者
に
対
す
る
社
会

の
目
は
依
然
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
偏
見
で
あ
っ

た
り
、
理
解
を
し
て
い
た
だ
け

な
い
部
分
も
あ
ろ
う
か
、
と
も

思
い
ま
す
。
多
く
の
精
神
障
害

者
の
皆
さ
ん
は
自
立
を
す
る
た

め
一
所
懸
命
努
力
を
続
け
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
温
く
見
守
っ
て

や
っ
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
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糖
尿
病
患
者
の
会
へ
の
保

険
医
協
会
歯
科
部
の
活
動
は

五
年
目
を
迎
え
る
。
三
年
前

よ
り
北
陸
小
児
糖
尿
病
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
か
ら
依
頼
が
あ

り
、
虫
歯
や
歯
周
病
と
糖
尿

病
に
つ
い
て
の
講
義
と
歯
科

検
診
の
協
力
を
続
け
て
い

る
。今

年
は
八
月
二
十
五
日
午

後
七
時
か
ら
一
時
間
半
、
内

灘
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。
三
歳
か
ら
約

二
十
歳
ま
で
の
１
型
糖
尿
病

患
者
さ
ん
三
十
人
と
、
ご
家

族
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ

ッ
フ
二
十
人
、
合
わ
せ
て
六

十
人
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
虫
歯
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
と
リ
ス
ク
に
応
じ
た
対
策

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
。
そ

し
て
、
唾
液
分
泌
の
減
少
に

よ
る
前
歯
部
唇
側
の
脱
灰
が

食
生
活
の
改
善
と
プ
ラ
ー
ク

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
再
石
灰
化

し
て
い
く
様
子
を
見
て
も
ら

う
。
虫
歯
予
防
は
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
が
す
べ
て
で
は
な
い
こ

と
と
、
穴
が
あ
い
て
か
ら
歯

科
医
院
に
受
診
す
る
の
で
は

な
く
、
穴
が
あ
く
前
の
脱
灰

の
時
に
歯
を
削
ら
ず
に
健
康

な
歯
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら

う
。ま

た
、
き
れ
い
に
す
る
と

良
く
な
っ
て
い
く
若
年
者
歯

肉
炎
の
発
赤
、
腫
脹
し
た
歯

肉
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
、
基

本
的
な
歯
周
病
を
理
解
し
て

も
ら
う
。
若
い
時
期
か
ら
プ

ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
続

け
る
と
歯
肉
は
健
康
を
維
持

し
、
糖
尿
病
に
も
良
い
影
響

を
与
え
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り
の

口
の
中
を
診
せ
て
い
た
だ

き
、
ヘ
ル
ス
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
行
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
か

ら
の
質
問
も
受
け
て
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
よ
く
噛
ん
で
食

べ
る
こ
と
の
重
要
性
と
プ
ラ

ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
必
要

性
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

い
た
。

プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の 

必
要
性

必
要
性
の
理
解
深

理
解
深
ま
る 

プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の 

必
要
性
の
理
解
深
ま
る 

北陸小児糖尿病サマーキャンプで
今年も歯科健診 

理事　小島　登（内灘町・歯科） 

北陸小児糖尿病サマーキャンプで 
今年も歯科健診 
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囲 碁 

（解答は２面にあります） （解答は２面にあります） 

持
駒
　
歩 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先コウ　5分で中級者 
〈ヒント〉スミの特殊性を 
　　　　活用します。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉飛車をうまく捨てる形に。 
 10分で初段。 

123456

一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

一 

87654321

二 

三 

四 

五 

六 

銀 
飛 

角 
角 銀 歩 

歩 
玉 

な
り
ま
せ
ん
。
前
回
ま
で
の
貯

金
が
あ
り
、
日
本
に
帰
れ
ば
ト

ラ
ベ
ラ
ー
ズ
チ
ェ
ッ
ク
が
か
な

り
あ
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
百

六
十
単
位
す
べ
て
失
う
と
、
次

回
の
資
金
に
影
響
し
ま
す
。
な

ん
と
し
て
も
最
低
で
も
四
十
単

位
は
残
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
一
回
の
賭
け
金

を
〇
・
五
単
位
、
つ
ま
り
半
分

に
し
て
粘
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
点
で
取

り
返
す
こ
と
は
あ
き
ら
め
て
、

負
け
を
覚
悟
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
少
し

ツ
キ
に
も
恵
ま
れ
、
帰
国
直
前

に
は
再
び
賭
け
金
を
元
に
戻
し

て
四
十
単
位
復
活
し
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
ト
ー
タ
ル
四
十
単
位

の
負
け
と
な
り
ま
し
た
。
結
果

的
に
は
後
半
に
賭
け
金
を
減
ら

さ
な
け
れ
ば
、
最
終
的
に
勝
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
す
が
、
手
持
ち
資
金
を
す
べ

て
失
う
と
い
う
リ
ス
ク
を
負
わ

な
い
と
決
心
し
た
以
上
、
高
望

み
は
禁
物
と
考
え
ま
し
た
。
わ

れ
な
が
ら
「
う
ま
く
負
け
た
」

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
読

者
の
方
々
の
ご
評
価
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

負
け
だ
す
と
つ
い
つ
い
熱
く

な
る
も
の
で
す
が
、
冷
静
に
負

け
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
醍
醐
味
の
ひ

と
つ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
う
思
え
る
よ
う
に
な

る
ま
で
に
は
何
度
も
痛
い
目
に

遭
っ
て
、
そ
れ
で
学
習
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん

次
回
は
、
カ
ジ
ノ
プ
ロ
や
イ

カ
サ
マ
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
す

る
予
定
で
す
。

こ
と
は
な
ん
と
し
て
も
避
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
し

ば
ら
く
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
行
け
な

い
な
ど
と
い
う
こ
と
に
で
も
な

っ
た
ら
・
・
・
筆
者
に
と
っ
て

は
も
の
す
ご
く
恐
ろ
し
い
こ
と

な
の
で
す
。

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。
ブ
ラ

ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
（
Ｂ
Ｊ
）
を
例

に
と
っ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
何

回
か
前
に
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
Ｂ
Ｊ
の
ペ
イ
ア
ウ
ト
率
は

約
九
九
・
五
％
で
、
一
時
間
プ

レ
イ
し
た
と
き
の
ば
ら
つ
き

は
、
九
五
％
以
上
の
確
率
で
一

回
の
平
均
賭
け
金
の
二
十
五
倍

以
内
に
お
さ
ま
り
ま
す
。
つ
ま

り
一
回
十
ド
ル
賭
け
て
Ｂ
Ｊ
を

プ
レ
イ
し
て
も
、
一
時
間
で
二

百
五
十
ド
ル
ぐ
ら
い
は
簡
単
に

勝
っ
た
り
負
け
た
り
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
以
前
ご
紹
介
し

た
よ
う
に
ば
ら
つ
き
は
プ
レ
イ

時
間
の
平
方
根
に
比
例
す
る
の

で
、
一
回
十
ド
ル
で
五
百
ド
ル

の
ば
ら
つ
き
が
出
る
に
は
四
時

間
プ
レ
イ
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
最
初
の
一
時

間
で
二
百
五
十
ド
ル
や
ら
れ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
事
実

に
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
次
の
一

時
間
で
も
や
っ
ぱ
り
も
う
二
百

五
十
ド
ル
取
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
矛
盾
す
る

よ
う
で
す
が
、
確
率
論
と
い
う

の
は
そ
う
い
う
も
の
な
の
で

す
。
そ
し
て
ペ
イ
ア
ウ
ト
率
が

一
〇
〇
％
を
わ
ず
か
で
も
下
回

る
以
上
、
負
け
を
取
り
返
し
に

い
く
と
首
尾
よ
く
取
り
返
せ
る

こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ

よ
り
も
ち
ょ
っ
と
高
い
確
率
で

同
じ
だ
け
負
け
る
、
つ
ま
り

「
倍
や
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
う
考
え
る
と

ま
ず
「
い
く
ら
勝
ち
た
い
か
」

よ
り
も
「
い
く
ら
の
負
け
に
耐

え
ら
れ
る
か
」
を
考
え
て
賭
け

金
と
プ
レ
イ
時
間
を
設
定
す
べ

き
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

前
回
の
筆
者
の
例
を
お
示
し

し
ま
す
。
Ｂ
Ｊ
一
回
の
平
均
賭

け
金
を
一
単
位
と
し
て
一
度
の

滞
在
で
約
十
六
時
間
の
プ
レ
イ

を
念
頭
に
置
く
と
、
ば
ら
つ
き

は
約
百
単
位
と
な
り
ま
す
。
ビ

デ
オ
ポ
ー
カ
ー
も
少
し
叩
く
つ

も
り
な
の
で
、
そ
れ
も
合
わ
せ

て
百
六
十
単
位
の
資
金
を
用
意

し
ま
し
た
。
最
近
は
六
連
勝
中

な
の
で
七
連
勝
め
ざ
し
て
出
陣

し
ま
し
た
。
・
・
・
と
、
そ
こ

ま
で
は
よ
か
っ
た
の
で
す

が
・
・
・
最
初
か
ら
完
全
に
ツ

キ
に
見
放
さ
れ
た
状
態
と
な

り
、
三
日
間
の
滞
在
の
う
ち
の

一
日
半
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
総

資
金
の
半
分
、
つ
ま
り
八
十
単

位
の
資
金
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
負
け
る

確
率
は
一
％
程
度
の
は
ず
な
の

で
す
が
、
こ
ん
な
に
た
び
た
び

来
て
い
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
も

あ
る
の
で
し
ょ
う
。
戦
略
の
変

更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
あ
と
ど
れ
だ
け
負
け

ら
れ
る
か
を
熟
慮
し
な
け
れ
ば
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表
題
を
見
て
、「
何
じ
ゃ
こ

れ
は
？
」
と
お
思
い
に
な
っ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の

連
載
で
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
何

と
か
勝
ち
組
に
入
る
方
法
を
ご

紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
と
は
い

う
も
の
の
、
勝
負
ご
と
で
は
常

勝
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
ど
う
し

た
っ
て
、
勝
っ
た
り
負
け
た
り

す
る
の
で
す
。
そ
れ
な
ら
ば
、

負
け
る
と
き
に
「
で
き
る
だ
け

少
な
く
負
け
る
」
と
い
う
こ
と

も
勝
利
へ
の
近
道
と
い
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
後
先

考
え
ず
に
、
ド
カ
ン
と
大
張
り

す
る
の
も
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
大
き

な
楽
し
み
で
あ
る
こ
と
も
確
か

で
す
。
し
か
し
、
筆
者
の
よ
う

に
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
た
び
た
び
行

っ
て
楽
し
い
時
間
を
で
き
る
だ

け
多
く
過
ご
し
た
い
輩
に
と
っ

て
は
、
資
金
を
失
っ
て
し
ま
う

ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
負
け
方 

原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

今
日
も
一
人
、
在
宅
死
を
家
人
と
と
も
に
看
取
っ
た
。

大
正
生
ま
れ
の
男
性
で
、
当
初
よ
り
肝
転
移
を
有
す
る
直

腸
癌
患
者
で
あ
っ
た
。
病
院
に
て
マ
イ
ル
ス
術
式
が
な
さ
れ

人
工
肛
門
が
造
設
さ
れ
て
い
た
。
後
療
法
と
し
て
外
来
的
に

内
服
と
点
滴
併
用
で
の
抗
ガ
ン
化
学
療
法
が
追
加
さ
れ
た
。

私
と
の
出
会
い
は
、
以
前
に
感
冒
に
て
数
度
診
て
い
た
が
、

久
し
ぶ
り
の
来
院
で
〝
え
ら
い
〞
と
表
現
す
る
倦
怠
感
で
あ

っ
た
。
病
院
で
の
治
療
内
容
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
と
り
あ

え
ず
、
脱
水
と
ア
シ
ド
ー
シ
ス
の
改
善
の
た
め
に
点
滴
を
勧

め
施
行
し
た
。
そ
の
後
、
数
回
点
滴
を
繰
り
返
し
た
あ
る
日
、

病
院
の
薬
を
定
期
的
に
内
服
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

た
。
す
る
と
、
体
調
が
悪
く
抗
ガ
ン
剤
は
ほ
と
ん
ど
捨
て
て

お
り
、
内
服
し
て
い
な
い
と
答
え
た
。
も
ち
ろ
ん
主
治
医
に

は
病
名
を
告
知
し
て
も
ら
い
、
治
療
法
も
副
作
用
も
す
べ
て

説
明
を
聞
い
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
患
者
に
は
、
今
後
ど
う
対
処
し
て
ゆ
け
ば
よ
い
か
に

迷
っ
た
。
患
者
に
と
っ
て
は
話
し
づ
ら
い
と
思
う
が
、
患
者

自
身
に
よ
り
病
院
主
治
医
に
内
服
状
況
を
話
さ
せ
、
も
う
一

度
治
療
方
針
を
考
慮
し
て
も
ら
う
よ
う
に
説
得
し
た
方
が
良

い
の
か
、
あ
る
い
は
、
変
な
開
業
医
と
思
わ
れ
て
で
も
診
療

情
報
を
得
る
十
分
な
努
力
を
し
た
後
に
総
合
判
断
し
た
方
が

良
い
の
か
。

状
態
不
良
な
患
者
を
診
て
、「
今
の
状
態
は
手
術
医
の
責
任

だ
か
ら
そ
ち
ら
に
行
っ
て
相
談
し
な
さ
い
」
と
は
言
え
な
い

た
ち
な
の
で
あ
る
。
敷
居
の
高
い
病
院
で
は
相
談
で
き
な
い

か
ら
、
気
の
弱
い
私
に
相
談
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
す

ぐ
に
思
っ
て
し
ま
う
。
幸
い
に
も
今
回
の
主
治
医
は
、
Ｅ
Ｂ

Ｍ
を
尊
重
す
る
頑
な
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
話
せ
る
主
治
医

と
判
断
し
た
。
患
者
に
承
諾
の
上
、
主
治
医
に
対
し
て
病
院

と
当
院
と
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

最
初
の
紹
介
状
は
、
低
用
量
の
抗
ガ
ン
化
学
療
法
は
も
う

少
し
続
け
た
い
。
し
か
し
内
服
は
減
量
す
る
。
私
の
役
割
は

通
常
の
点
滴
が
必
要
な
場
合
は
適
宜
行
う
、
と
の
こ
と
で
採

血
は
病
院
で
毎
週
一
回
程
度
施
行
し
、
採
血
結
果
は
当
院
に

も
患
者
を
通
じ
て
伝
達
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
私
は
、

も
う
す
ぐ
通
院
が
不
可
能
な
状
態
と
な
り
、
在
宅
治
療
か
入

院
で
の
終
末
か
を
選
択
す
る
時
期
が
来
る
と
判
断
し
、
当
院

か
ら
訪
問
診
療
も
訪
問
看
護
も
介
護
の
提
供
も
可
能
で
す
よ

と
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
し
た
。

そ
の
後
、
病
院
で
化
学
療
法
の
評
価
と
そ
の
説
明
が
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
治
療
が
奏
功
し
て
は
い
な
い
と
本
人
は
理

解
し
た
。
そ
の
足
で
来
院
し
、
私
に
自
分
の
最
後
を
診
て
く

れ
る
か
と
何
気
な
く
聞
い
た
。
い
い
よ
と
答
え
た
。

そ
し
て
二
回
目
の
紹
介
状
は
、
在
宅
終
末
時
医
療
の
依
頼

で
あ
っ
た
。
紹
介
状
に
は
手
に
負
え
な
い
と
き
に
は
遠
慮
な

く
入
院
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と
あ
っ
た
。

家
は
大
き
い
商
家
で
敷
地
が
広
く
、
す
ぐ
隣
に
は
小
さ
な

湿
地
が
あ
る
。
三
カ
月
間
頑
張
っ
た
が
、
こ
こ
二
週
間
前
よ

り
在
宅
酸
素
、
麻
薬
入
り
点
滴
も
必
要
と
な
り
、
意
識
も
定

か
で
は
な
く
な
っ
た
二
日
前
、
家
人
が
言
っ
た
。

「
め
ず
ら
し
く
今
年
は
隣
の
湿
地
に
鴨
が
羽
休
め
に
飛
来
し

て
い
る
。
鴨
の
親
子
が
い
る
と
き
に
は
不
思
議
と
病
状
が
少

し
楽
に
な
る
」
と
。

〝
病
窓
の
看
取
り
を
励
ま
す
鴨
親
子
〞
と
、
下
手
な
句
を
ひ

ね
り
家
人
に
渡
し
た
。

今
日
は
鴨
が
来
な
か
っ
た
。

今
、
看
取
り
を
終
え
安
堵
し
て
い
る
自
分
が
い
る
。

臨
終
を
告
げ
る
際
に
は
、
も
ら
い
涙
が
出
そ
う
に
な
る
の

を
こ
ら
え
て
い
た
は
ず
な
の
に
。

会員リレーエッセイ ◆◆77◆◆

病
窓
の
鴨
親
子

西
川
　
忠
之
（
能
美
市
・
泌
尿
器
科
）
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